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■ 特集JVCスタッフ 2003

　2003年のJVC。中東・イラクでの活動も新しく始まりました。

スタッフも1年で1/3くらいが交代。活動20年に近い古参スタッ

フ、新スタッフ、総勢78人が新たなチャレンジを始めます。

　これまでの経験や今の関心、今年度の抱負など（好きな食べ物も! ）

を紹介します。（編集部）

■
カ
ン
ボ
ジ
ア
■

　
七
月
に
三
度
目
の
総
選
挙 

が
行
な
わ
れ
る
。

選
挙
が
行
な
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
内
戦
が
本

当
に
終
結
し
た
と
い
う
ひ
と
つ
の
喜
ば
し
い
証
。

だ
が
、
一
月
の
タ
イ
大
使
館
の
襲
撃
な
ど
、
ま
だ

ま
だ
課
題
は
多
い
。

　
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ

の
基
本
理
念
に
も
あ
る
「
人
と
自
然
と
の
共
生
」

を
忘
れ
ず
に
活
動
し
て
い
き
た
い
。

よ
ね
く
ら

ゆ

き

こ

米
倉 

雪
子
（
代
表
）

　
学
生
時
代
に
お
世
話
に
な
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

人
々
に
恩
返
し
を
し
た
く
て
、今
こ
こ
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
環
境
保
全
型
の
社
会
を
め
ざ
し
、
国

境
を
越
え
た
協
力
を
し
た
い
。

◆ 

サ
ッ
チ
ュ
ル
ッ
ア
ー
ン
（
豚
肉
の
炭
火
焼
）

ノ
ッ
プ
・
パ
ウ
（
資
料
セ
ン
タ
ー
図
書
館
員
）

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
で
働
く
理
由
は
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
や

人
々
を
支
援
し
た
い
か
ら
。企
業
と
違
っ
て
ビ
ジ

ネ
ス
を
目
的
と
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
よ
い
。

◆ 

サ
イ
ッ
モ
ア
ン
チ
ャ
ー
ク
ニ
ャ
イ
（
鶏
肉
し
ょ
う
が
炒
め
）

ケ
ッ
・
チ
ャ
ン
ト
ュ
ー
（
資
料
セ
ン
タ
ー
図
書
館
員
）

　
専
門
学
校
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
勉
強
。Ｊ
Ｖ

Ｃ
で
そ
の
ス
キ
ル
を
さ
ら
に
伸
ば
す
こ
と
が
で
き

た
。仕
事
の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
も
現
在
英
語
を

勉
強
中
。

◆ 

チ
ャ
ー
・
ボ
ン
ラ
エ
（
野
菜
炒
め
）

チ
ン
・
ト
ラ
（
会
計
／
総
務
）

　
最
近
の
関
心
は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
環
境
問
題
。

ゴ
ミ
に
あ
ふ
れ
、
空
気
も
汚
れ
て
い
る
。
き
れ
い

な
街
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
政
府
の
対
策
と
と
も

に
、
一
般
の
人
び
と
の
意
識
を
高
め
な
け
れ
ば
。

◆ 

ソ
ム
ロ
ー
マ
チ
ュ
ー
（
酸
っ
ぱ
い
ス
ー
プ
）

さ
い
と
う

か

お

り

斎
藤 

香
里
（
現
地
イ
ン
タ
ー
ン
／
調
査
・
渉
外
補
佐
）

　
東
京
イ
ン
タ
ー
ン
を
経
て
、
こ
の
四
月
に
赴

任
。
着
任
早
々
ク
メ
ー
ル
正
月
を
迎
え
、
歌
っ
て

踊
っ
て
笑
い
ま
く
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
明
る
さ
と

寛
容
さ
に
感
激
。ク
メ
ー
ル
語
を
習
得
す
る
ぞ
! !

◆ 

春
巻
、
ス
イ
カ
、
マ
ン
ゴ
ー

ウ
ン
・
コ
ッ
ク
・
エ
ン
（
メ
イ
ド
）

　
勤
続
年
は
最
長
。
掃
除
や
飲
み
物
の
用
意
な

ど
、
働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

去
年
フ
ラ
ン
ス
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
設
立
し
た
病
院
で
、

弟
が
心
臓
の
手
術
を
し
て
助
か
っ
た
。

◆ 

野
菜
。
教
え
て
も
ら
っ
た
「
肉
じ
ゃ
が
」
も
好
き
。

チ
ョ
ア
ン
・
ソ
チ
エ
ッ
ト
（
農
村
開
発
）

　
農
業
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
や
以
前
の
他
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
で
得
た
経
験
が
生
か
せ
る
と
思
い
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ

へ
。
今
一
歳
に
な
る
子
ど
も
が
い
る
が
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ

で
は
育
児
と
両
立
で
き
て
よ
い
。

◆ 

ソ
ム
ロ
ー
コ
コ
ー
（
野
菜
と
炒
り
米
の
ス
ー
プ
）、
ソ
ム

ロ
ー
マ
チ
ュ
ー
、
プ
ロ
ホ
ッ
ク
（
塩
漬
け
し
発
酵
さ
せ
た
魚
）

キ
ム
・
シ
モ
ン
（
農
村
開
発
）

　
以
前
は
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
勤
務
。
活
動
を
通
し

て
、
自
分
の
ス
キ
ル
と
経
験
を
向
上
さ
せ
、
村
人

が
学
び
合
え
る
関
係
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。六

月
か
ら
産
休
予
定
。

◆ 

ソ
ム
ロ
ー
コ
コ
ー

ソ
ー
・
ソ
チ
エ
ッ
ト
（
調
査
研
究
）

　
環
境
問
題
に
関
心
が
あ
る
。カ
ン
ボ
ジ
ア
は
も

と
も
と
、
緑
の
豊
か
な
国
だ
っ
た
。
無
理
に
工
業

化
せ
ず
、
自
然
の
大
切
さ
を
認
識
し
、
資
源
を
有

効
に
使
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

◆ 

ソ
ム
ロ
ー
マ
チ
ュ
ー
ユ
オ
ン
（
魚
の
酸
っ
ぱ
い
ス
ー
プ
）

ダ
ン
・
ソ
ン
（
門
番
）

　
役
割
は
安
全
を
守
る
こ
と
。事
務
所
や
ス
タ
ッ

フ
に
、
常
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
若
い
頃
は
、

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
選
手
だ
っ
た
。今
も
ラ

ン
ニ
ン
グ
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
体
を
鍛
え
て
い

る
。

◆ 

ソ
ム
ロ
ー
コ
コ
ー

あ

ま

べ
と
お
る

余
部 

徹
（
農
村
開
発
）　

　
農
業
の
近
代
化
は
生
活
の
安
定
化
に
必
ず
し
も

寄
与
し
な
い
。そ
れ
に
代
わ
る
持
続
的
な
農
業
の

あ
り
方
を
地
元
の
知
恵
の
中
か
ら
模
索
し
て
い
き

た
い
。

◆ 

朝
は
、
ク
イ
テ
ィ
オ
（
お
米
の
麺
）
と
練
乳
が
た
く
さ
ん

入
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
。

ブ
ン
・
ヒ
ェ
ン
（
門
番
）

　
以
前
は
、
軍
人
、
金
製
造
、
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の

検
査
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
た
。会
計
や
機
械
学

も
学
ん
だ
。Ｊ
Ｖ
Ｃ
で
働
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

家
族
が
一
緒
に
暮
ら
せ
て
う
れ
し
い
。

◆ 

ソ
ム
ロ
ー
マ
チ
ュ
ー
ユ
オ
ン

パ
ウ
・
リ
ッ
ト
（
運
転
手
／
総
務
）

　
運
転
す
る
こ
と
で
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
仕
事
が
ス
ム
ー
ズ

に
進
む
よ
う
に
し
た
い
。
休
日
は
、
家
族
と
メ
コ

ン
川
沿
い
を
散
歩
す
る
の
が
好
き
。

◆ 

ソ
ム
ロ
ー
コ
コ
ー

ポ
ク
・
ヴ
ィ
リ
ャ
ッ
ク
（
農
村
開
発
）

　
他
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
Ｊ
Ｖ
Ｃ
へ
。農
村
に
は

ま
だ
ま
だ
多
く
の
問
題
が
あ
り
、特
に
子
ど
も
が

病
気
に
か
か
り
や
す
い
。農
民
が
自
給
自
足
で
き

る
よ
う
、
自
分
の
経
験
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

◆ 

ソ
ム
ロ
ー
マ
チ
ュ
ー

ピ
ン
・
パ
ン
（
運
転
手
／
農
村
担
当
）

　
前
は
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
技
術
学
校
で
運
転
手
を
し
て
い

た
。毎
日
の
よ
う
に
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地

と
行
き
来
し
て
い
る
が
、
今
は
危
険
も
少
な
く

な
っ
た
。
休
日
は
自
分
の
畑
で
農
作
業
。

◆ 

ソ
ム
ロ
ー
ク
テ
ィ
ヒ
（
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ミ
ル
ク
ス
ー
プ
）

チ
ャ
ン
・
ナ
リ
ン
（
農
村
開
発
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　
長
い
活
動
暦
を
経
て
、
活
動
も
安
定
。
プ
ノ
ン

ペ
ン
は
平
穏
に
な
っ
た
。
人
び
と
は
良
く
働
き
、

生
活
を
よ
く
す
る
こ
と
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
う
。

◆ 

ト
ゥ
ッ
ク
ル
ー
ン
（
塩
漬
け
・
発
酵
さ
せ
た
魚
と
野
菜
が

入
っ
た
料
理
。
に
お
い
が
強
い
）

後列：米倉、パウ、チャントュー、トラ、斎藤、エン、ソチエット
　　　（チョアン）、シモン、ソチエット（ソー）、ソン
前列：余部、ブン・ヒェン、リット、ヴィリャック、パン、ナリン

JVCスタッフ2003
《特集》
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■
ラ
オ
ス
■

　
ラ
オ
ス
で
の
活
動
は
、
十
五
年
目
を
迎
え
ま

す
。
今
年
は
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
の
大
半
が
入
れ

替
わ
り
、
ま
た
カ
ム
ア
ン
県
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
新
た
に
契
約
を
結
ぶ
予
定
で
す
。
少
し
ず

い
し
ず
え

つ
、
そ
し
て
大
切
に
築
き
あ
げ
て
き
た
礎
を
生

か
し
な
が
ら
、
今
年
も
ま
た
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
が
始
ま
り
ま
す
。

ス
ー
カ
ン
・
ウ
ォ
ン
デ
ッ
ト
（
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
ッ
フ
）

　
コ
メ
銀
行
、
簡
易
水
道
、
農
業
。
こ
れ
ら
の
知

識
や
理
論
を
、
理
解
し
て
い
る
村
人
も
い
る
。
Ｊ

Ｖ
Ｃ
は
お
金
を
い
っ
ぱ
い
渡
さ
ず
、知
識
を
提
供

す
る
。
そ
し
て
知
識
は
ず
っ
と
根
付
く
。

◆ 

ト
ム
パ
ー
（
魚
の
ス
ー
プ
）

お 

が 

わ

み 

ち 

お

小
川 

道
夫
（
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当

／
現
地
事
務
所
代
表
代
行
）

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ラ
オ
ス
で
の
仕
事
を
通
し
て
た
く
さ
ん

の
人
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。人
と
の

出
会
い
が
財
産
だ
と
思
い
ま
す
。

◆ 

カ
レ
ー
う
ど
ん
、
刺
し
身
、
ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ
ル
ー

カ
ム
コ
ン
・
ク
ー
ン
チ
ャ
ム
ヌ
ン

　
　（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
コ
ー
デ
ィ
ー
ネ
ー
タ
ー
）

　
今
ま
で
い
い
活
動
が
で
き
た
と
思
う
。
例
え

ば
、簡
易
水
道
に
よ
っ
て
村
人
は
水
を
使
え
る
よ

う
に
な
り
、
技
術
も
身
に
付
い
た
。
今
後
は
、
村

の
活
動
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

◆ 

オ
ッ
ラ
ー
ム
（
干
し
肉
と
竹
の
子
の
伝
統
料
理
）

コ
ン
ド
ゥ
ア
ン
・
プ
ッ
タ
チ
ャ
ー
ン
（
会
計
）

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
で
、
会
計
、
パ
ソ
コ
ン
、
書
類
作
成
、

事
務
一
般
な
ど
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し

た
。
自
然
農
業
は
、
言
う
の
は
簡
単
だ
が
実
践
す

る
の
は
難
し
い
。

◆
コ
イ
パ
ー
（
魚
、
炒
り
米
、
ミ
ン
ト
、
唐
辛
子
の
サ
ラ
ダ
）

ス
ワ
ニ
ー
・
マ
ン
ト
ン
デ
ィ
ー
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
補
佐
）

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
で
学
ん
だ
農
業
の
知
識
は
、家
族
が
農

業
を
し
て
い
る
の
で
、
将
来
使
う
こ
と
が
で
き

る
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
た
め
に
最
善
を
尽
く
し
た
い
。

◆ 
タ
ム
マ
ッ
ク
フ
ン
（
青
パ
パ
イ
ヤ
、
パ
デ
ッ
ク
の
サ
ラ
ダ
）

て
ら
に
し

え 

つ 

こ

寺
西 
悦
子
（
会
計
／
総
務
）

　
モ
ノ
や
お
金
で
は
な
く
、知
識
や
技
術
を
提
供

す
る
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
の
重
要
性
を
実
感
。成
果
は

す
ぐ
に
現
れ
ま
せ
ん
が
、活
動
を「
人
か
ら
人
へ
」

広
げ
て
い
き
た
い
。

◆ 

餃
子
、
炒
飯

な 

む 

ら

た
か
ゆ
き

名
村 

隆
行
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
森
林
保
全
）　

　
大
学
院
で
天
然
資
源
管
理
を
専
攻
。

モ
ノ
を
眺
め
る
立
場
の
研
究
に
疑
問
を

も
ち
、
実
際
に
モ
ノ
を
動
か
す
活
動
に

飛
び
込
む
。
森
と
暮
ら
す
ラ
オ
ス
の
村

人
が
、
将
来
も
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
と
こ
と
ん
や
る
ぞ
。

◆ 

醤
油
豚
骨
濃
厚
こ
っ
て
り
ラ
ー
メ
ン
（
だ
か

ら
こ
ん
な
お
腹
に
…
）

サ
イ
サ
ヌ
ッ
ク
・
ピ
ン
パ
エ
ー
ク

　
　（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）

　
森
林
学
校
で
勉
強
し
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
へ
。

以
来
ず
っ
と
森
林
を
担
当
し
て
い
る
。今
年
は
森

林
の
「
利
用
と
保
全
」
両
方
に
つ
い
て
村
人
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

◆ 

カ
ン
モ
ア
マ
イ
カ
サ
ン
　（
豚
肉
・
野
菜
の
あ
っ
さ
り
サ
ラ
ダ
）

な
か
む
ら

さ 

く 

や

中
村 

咲
野

　
　（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
自
然
農
業
）

　
日
本
で
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
に
「
？
」
と

感
じ
て
い
た
頃
、
自
分
の
頭
、
手
、
足
を
使
っ
て

し
な
や
か
に
生
き
て
い
る
タ
イ
の
人
に
出
会
っ

た
。
今
は
ラ
オ
ス
で
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

探
索
中
。

◆ 

じ
ゃ
が
い
も
料
理
な
ら
何
で
も
好
き
。

ブ
ン
シ
ン
・
サ
ナ
ホ
ン

　
　（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
自
然
農
業
）

　
昨
年
研
修
し
た
Ｐ
Ｒ
Ａ（
参
加
型
農
村
調
査
の

手
法
）
は
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
。
こ
れ
を
今
年

は
活
動
に
結
び
つ
け
、複
合
的
な
農
業
を
実
践
す

る
人
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

◆ 

コ
イ
パ
ー

ブ
ア
ソ
ン
・
ケ
オ
ウ
ン
カ
ム

　
　
　（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）

　
ラ
オ
ス
の
女
性
が
自
分
の
価
値
に
気
が
つ
き
、

自
分
自
身
を
好
き
に
な
っ
て
自
信
が
も
て
る
よ
う

に
助
け
て
い
く
こ
の
仕
事
が
気
に
入
っ
て
い
る
。

◆
タ
ム
マ
ッ
ク
フ
ン

名村、サイサヌック、中村、ブンシン、ブアソン

後列：スーカン、小川、カムコン

■
タ
イ
■

　
バ
ン
コ
ク
郊
外
の
ノ
ン
ジ
ョ
ク
、
チ
ェ
ン
マ

イ
、
コ
ン
ケ
ン
と
タ
イ
事
務
所
は
三
箇
所
に
広

が
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
広
大
な
タ
イ
の
大
地
の
移

動
を
満
喫
。
け
れ
ど
、
見
つ
め
て
い
る
の
は
、
目

の
前
を
行
き
交
う
人
々
の
姿
ば
か
り
。

マ
ヌ
ー
ン
・
ム
ン
チ
ュ
ー

　（「
地
場
の
市
場
づ
く
り
」
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
ッ
フ
）

　
大
学
時
代
の
キ
ャ
ン
プ
活
動
が
自
分
に
い
い
影

響
を
与
え
た
と
思
う
。

◆ 

ド
ブ
ロ
ク
。
何
よ
り
も
米
が
好
き
。

ま

つ

お

や
す
の
り

松
尾 

康
範
（
代
表
／
「
地
場
の
市
場
づ
く
り
」
担
当
）

　
ど
こ
の
地
域
に
行
っ
て
も
、
お
い
し
い
食
、
お

い
し
い
お
酒
に
あ
り
つ
け
る
こ
と
を
楽
し
み
に
、

ち

さ

ん

ち

し

ょ

う

タ
イ
で
『
地
産
地
消
』
の
活
動
! !

◆ 

な
ま
ず
焼
き

も
り
も
と

か

お

る

森
本 

薫
子 

（
会
計
／
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
／
ク
ロ
ン
ト

イ
・
ス
ラ
ム
住
民
組
織
）

　
市
場
調
査
会
社
を
や
め
て「
タ
イ
の
農
村
で
学

ぶ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
に
参
加
。
二
期
生
。
そ

の
後
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
ス
タ
ッ
フ
と
な
り
、
今
度
は
自

分
が
イ
ン
タ
ー
ン
の
世
話
を
し
て
い
る
。

◆ 

ノ
ン
ジ
ョ
ッ
ク
農
園
メ
ン
バ
ー
の
作
る
料
理
！ 

農
園
の

野
菜
料
理
は
最
高
！

パ
イ
ロ
・
モ
ン
コ
ン
ブ
ン

ル
ー
ル
ー
ト

　（「
地
場
の
市
場
づ
く
り
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　
自
分
自
身
が
住
み
や
す

く
、
人
々
が
自
立
し
て
生

き
て
い
け
る
社
会
を
求
め

て
活
動
し
て
い
る
。
公
平

で
な
い
社
会
構
造
が
社
会

を
困
惑
さ
せ
て
い
る
。
大

き
な
流
れ
に
は
流
さ
れ
た

く
は
な
い
。

◆ 

妻
の
料
理
。
現
在
コ
ン
ケ
ン

に
は
単
身
赴
任
。
妻
の
料
理
な

ら
な
ん
で
も
う
ま
い
。

き

む

ら
し
げ
る

木
村 

茂

　（「
北
タ
イ
調
査
」
担
当
）

　
昨
年
、
大
学
の
教
員
か

ら
転
身
。「
カ
ネ
」
第
一
の

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
席
巻
さ
れ
つ
つ
あ
る

世
界
に
あ
っ
て
、北
タ
イ
の
多
様
な
文
化
や
自
然

に
、も
う
ひ
と
つ
の
人
の
暮
ら
し
を
見
つ
け
ら
れ

る
の
で
は
、
と
模
索
中
。

◆ 

北
タ
イ
は
食
べ
物
桃
源
郷
！ 

い
ま
な
ら
マ
ッ
プ
ラ
ン

（
果
物
＝
形
は
ビ
ワ
、
味
は
巨
峰
）
が
い
い
。

マヌーン、松尾、森本、パイロ、木村
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■
ベ
ト
ナ
ム
■

　
事
務
所
を
移
転
、
七
名
の
ス
タ
ッ
フ
は
ほ
と

ん
ど
新
人
。
総
入
れ
替
え
に
近
い
形
で
臨
む
今

年
度
は
、
活
動
の
方
も
初
心
に
返
っ
て
基
礎
を

固
め
な
お
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
急
激
な
開
発
の
波

さ
ら

に
も
浚
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
確
実
性
を
追
求
し

た
い
。

チ
ャ
ン
・
マ
イ
ン
・
フ
ン

　
　
　
　
　（
ソ
ン
ラ
事
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　
田
舎
で
育
っ
た
の
で
、農
民
の
日
々
の
困
難
は

良
く
知
っ
て
い
ま
す
。だ
か
ら
農
林
大
学
で
社
会

林
業
を
専
攻
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
に
入
っ
て
、
自

分
に
役
立
つ
こ
と
に
な
り
う
れ
し
い
。色
白
だ
け

ど
山
歩
き
に
も
強
い
。

◆ 

コ
ム
ラ
ー
ム
（
竹
筒
に
も
ち
米
を
入
れ
て
蒸
す
も
の
）

グ
エ
ン
・
カ
ッ
ク
・
フ
ン

　
　
　
　
　
　（
ア
シ
ス
タ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）　

　
仕
事
を
通
し
て
得
た
開
発
の
知
識
と
経
験
が
僕

の
強
み
で
す
。
ソ
ン
ラ
で
活
動
し
て
、
大
自
然
と

少
数
民
族
の
生
活
に
と
て
も
惹
か
れ
ま
し
た
。雑

学
情
報
量
で
は
負
け
な
い
。

◆ 

タ
ニ
シ
。
飲
酒
力
も
Ｊ
Ｖ
Ｃ
随
一
と
か
。

ダ
オ
・
マ
イ
ン
・
チ
ュ
オ
ン
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　
大
学
で
農
業
経
済
を
専
攻
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
に
入
っ

て
、
支
援
と
は
人
々
が
力
を
つ
け
る
こ
と
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
活
動
だ
と
知
り
ま
し
た
。経
験
を
積

ん
で
ス
タ
ッ
フ
に
な
り
た
い
。
英
語
を
勉
強
中
。

◆ 

魚
と
豆

た

む

ら

た

か

し

田
村 

崇
史
（
事
務
／
事
業
補
佐
）

　
奮
起
し
て(

？)

会
社
員
か
ら
再
び
学
生
に
な

り
、
そ
の
後
ハ
ノ
イ
へ
留
学
。
そ
し
て
今
春
か
ら

Ｊ
Ｖ
Ｃ
に
加
わ
り
ま
し
た
。ベ
ト
ナ
ム
の
強
い
地

酒
に
耐
え
う
る
よ
う「
肉
体
改
造
」に
努
め
ま
す
。

◆
バ
イ
ン
ミ
ー
・
チ
ュ
ン
（
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
卵
焼
き
サ
ン
ド
）

い

の

う

伊
能 

ま
ゆ
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

　
ベ
ト
ナ
ム
に
関
わ
り
始
め
て
六
年
、ベ
ト
ナ
ム

の
人
々
の
「
し
た
た
か
さ
」
に
い
つ
も
驚
き
、
感

心
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
身
に
つ
け
れ
ば
、
何
で

も
う
ま
く
い
く(

？)

。
私
も
元
気
に
「
し
た
た
か

に
」
活
動
し
た
い
。

◆ 

シ
ン
・
ト
ー
（
果
物
、
氷
、
コ
ン
デ
ン
ス
ミ
ル
ク
の
フ
ル
ー

ツ
ミ
ル
ク
シ
ェ
ー
ク
）

に
し

あ

い

こ

西 

愛
子
（
代
表
）

　
こ
の
業
界
に
入
っ
た
の
は
四
十
一
歳（
遅
す
ぎ

た
目
覚
め
？
）。
以
来
Ｊ
Ｖ
Ｃ
他
の
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
で
活
動
。
そ
ろ

そ
ろ
日
本
で
暮
ら
し
た
い
。活
動
の
原
点
は
経
済

効
率
至
上
の
社
会
へ
の
違
和
感
。

◆ 

手
作
り
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
手
作
り
豆
乳
。
毎
日
買
う
。

ホ
ア
ン
・
テ
ィ
・
レ
・
ハ
ン

（
ホ
ア
ビ
ン
事
業
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　
イ
ギ
リ
ス
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

い
た
こ
ろ
Ｊ
Ｖ
Ｃ
に
出
会
い
、地
元
の
資
源
や
知

恵
を
用
い
、
自
分
で
決
め
る
暮
ら
し
を
目
指
し

て
、
人
々
が
力
を
つ
け
る
こ
と
に
賛
同
し
た
。
一

児
の
母
。
夜
間
の
大
学
院
で
勉
強
中
。

◆ 

揚
げ
春
巻
き
。
毎
日
で
も
食
べ
ら
れ
ま
す
。

■
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
■

　
緊
急
と
ポ
ス
ト
緊
急
の

活
動
が
終
わ
っ
て
、
次
の
活

動
を
目
指
し
て
い
る
。
政
治

情
勢
は
来
年
の
選
挙
ま
で

目
が
離
せ
な
い
。
支
援
活
動

と
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
の
二
本

立
て
で
や
っ
て
い
き
た
い
。

た
に
や
ま

ひ

ろ

し

谷
山 

博
史
（
代
表
）

　
十
七
年
間
Ｊ
Ｖ
Ｃ
で
活
動
。そ
の
総
決
算
を
す

る
つ
も
り
で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現
場
へ
。国
が

壊
さ
れ
、今
ま
た
造
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
の

過
程
を
、
し
っ
か
り
見
つ
め
伝
え
た
い
。
自
分
と

し
て
も
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
し
て
も
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

だ
。

◆ 

コ
フ
タ
（
ア
フ
ガ
ン
風
ハ
ン
バ
ー
グ
ス
ー
プ
）

ほ

ん

ま
は
じ
め

本
間 

一
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
調
整
員
）

　
十
七
年
前
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
協
働

し
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
国
際
協
力
の
道
に
。
現

在
、村
人
と
の
良
好
な
人
間
関
係
づ
く
り
を
模
索

中
。
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
私
の
コ
ー
チ
。

後列：フン（チャン）、フン（グエン）、チュオン、田村
前列：伊能、西、ハン

本間、谷山

左：津山（上）、ドゥドゥジレ（下）
右上：ティム　右下：小林

■
南
ア
フ
リ
カ
■

　
都
市
で
は
貧
困
地
区
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
、

福
祉
。
農
村
で
は
環
境
を
保
全
し
、
食
料
の
増
産

を
め
ざ
す
。
常
に
「
地
元
の
人
々
か
ら
学
ぶ
」
気

持
ち
で
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
続

け
て
い
き
た
い
。

つ

や

ま

な

お

こ

津
山 

直
子
（
代
表
）

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
南
ア
の
人
々
と
出
会
い
、反

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
運
動
へ
。九
二
年
か
ら
Ｊ
Ｖ
Ｃ

に
参
加
。南
ア
で
の
草
の
根
活
動
に
ど
っ
ぷ
り
漬

か
る
人
生
を
送
っ
て
い
る
。
障
害
児
ホ
ー
ム
、
ス

ラ
ム
の
学
校
、
エ
イ
ズ
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
、
農

村
出
張
…
、
東
京
事
務
所
か
ら
督
促
も
。

◆ 

ウ
グ
シ
ュ
ー
コ
サ
民
族
の
主
食（
と
う
も
ろ
こ
し
の
粒
と

い
ん
げ
ん
豆
を
混
ぜ
て
炊
い
た
も
の
）

ド
ゥ
ド
ゥ
ジ
レ
・
ン
カ
ビ
ン
デ

　
　
　
　
　
　
　   

（
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
職
業
訓
練
の
支
援
を
受
け
て
、コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
、
会
計
を
高
等
専
門
学
校
で
学
び
、

そ
の
後
Ｊ
Ｖ
Ｃ
へ
。
今
年
六
年
め
。
会
計
、
事
務
、

「
直
子
の
探
し
物
捜
索
隊
」ま
で
幅
広
く
こ
な
す
。

電
話
番
号
を
五
十
以
上
覚
え
て
い
る
。

◆ 

テ
ィ
ン（
ツ
ワ
ナ
民
族
の
パ
ッ
プ
＝
と
う
も
ろ
こ
し
粉
を

炊
い
た
主
食
）

テ
ィ
ム
・
ウ
ィ
グ
リ
ー
（
農
業
担
当
・
現
地
専
門
家
）

　
カ
ラ
地
区
の
村
々
を
回
る
。人
間
も
自
然
の
一

部
と
し
て
そ
の
恩
恵
を
受
け
、自
然
を
守
り
な
が

ら
食
べ
物
を
生
産
で
き
る
よ
う
、農
民
へ
自
然
農

業
の
研
修
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
る
。
村
人
か

ら
の
信
頼
度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
。

◆ 

野
菜
炒
め
。
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
で
す
。

こ
ば
や
し

や

す

え

小
林 

恭
恵
（
農
村
開
発
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　
会
計
、
報
告
、
村
の
訪
問
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
楽
し
み
は
、「
こ
ば
や
し
菜

園
」
の
設
置
。
日
本
か
ら
納
豆
菌
を
持
っ
て
き
た

の
で
、
大
豆
を
育
て
て
、
手
作
り
納
豆
を
作
り
た

い
。

◆
フ
ィ
リ
ピ
ン
料
理
の
ピ
ナ
ッ
ク
ベ
（
ゴ
ー
ヤ
、
ナ
ス
、
豚

肉
な
ど
を
魚
の
調
味
料
で
煮
た
も
の
）
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し
み
ず
　
と
し
ひ
ろ

清
水 

俊
弘
（
事
務
局
長
／
Ｊ
Ｃ
Ｂ
Ｌ
運
営
委
員
）

　
小
学
校
に
勤
務
の
後
、八
七
年
か
ら
Ｊ
Ｖ
Ｃ
に

参
加
。 

タ
イ
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
、 

カ
ン
ボ
ジ
ア

で
、
近
年
は
緊
急
対
応
の
活
動
を
。
市
民
の
声
を

直
に
聞
き
、彼
ら
の
立
場
で
考
え
、行
動
し
た
い
。

そ
れ
が
で
き
る
の
が
Ｊ
Ｖ
Ｃ
だ
と
思
っ
て
い
る
。

◆
パ
ス
タ
、
プ
リ
ン

す
　
が

か
ず
ひ
と

壽
賀 

一
仁
（
総
務
）

　
海
外
を
飛
び
回
る
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
丸
も
今
年
は

お
休
み
、
日
本
に
い
る
予
定
で
す
。
ア
フ
リ
カ
や

ア
ジ
ア
の
各
地
で
育
ま
れ
て
き
た
世
界
観
や
自
然

観
を
基
礎
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

◆
ラ
ポ
コ
（
雑
穀
で
醸
し
た
ジ
ン
バ
ブ
ウ
ェ
の
お
酒
）

た
か
は
し
　
き
よ
た
か

高
橋 

清
貴
（
調
査
研
究
）

　
た
だ
で
さ
え
デ
カ
イ
「
頭
」
が
、
下
腹
と
共
に

ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
に
危
機
感

を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
、バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め

に
も
今
年
は「
足
」を
使
う
こ
と
を
心
が
け
ま
す
。

◆
ラ
ー
プ
と
カ
オ
・
ニ
ャ
オ
（
も
ち
米
）
ほ
ど
完
璧
な
組
み
合

わ
せ
は
な
い
! !

■
東
京
事
務
所
■

き
む

ぎ
ょ
ん
む
く

金 

敬
黙
　
（
調
査
研
究
）

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
を
通
じ
て
、
人
道
主
義
、
人
道
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
役
割
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
人
道
支

援
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
。
多
文
化
共
生
・
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
視
点
か
ら
平
和
を
考
え
た
い
。

◆ 

焼
酎
（
昨
年
は
ギ
ネ
ス
ビ
ー
ル
だ
っ
た
。
だ
ん
だ
ん
オ
ヤ

ジ
化
？
）

く
ま
お
か

み 

ち 

や

熊
岡 

路
矢
（
代
表
理
事
）

　
自
動
車
整
備
、技
術
翻
訳
の
仕
事
か
ら
Ｊ
Ｖ
Ｃ

へ
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
で
は
、
タ
イ
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
、ベ
ト
ナ
ム
で
の
活
動
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
紛
争
地
域
で
の
人
道
援
助
や
、
現
場
発
平

し
ょ
う
ど
う

和
へ
の
唱
道
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
、
講
演
、
報
告
会
の
活
動
が
増
え
ま
し

た
。今
後
他
の
活
動
に
も
シ
フ
ト
し
て
い
く
つ
も

り
な
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
体
験
を
、
自
分
の
た
め

に
、
ま
た
次
世
代
に
伝
え
る
た
め
に
、
整
理
し
て

い
き
た
い
。

◆
タ
イ
の
ト
ム
・
ヤ
ム
・
ク
ン
（
え
び
入
り
酸
辛
ス
ー
プ
）。

衝
撃
的
な
出
会
い
だ
っ
た
。

ひ
ろ
せ
　
の
り
こ

広
瀬 

哲
子
（
カ
レ
ン
ダ
ー
事
務
局
）

　
広
告
会
社
に
五
年
間
、
そ
の
後
、
海
外
青
年
協

力
隊
で
モ
ン
ゴ
ル
へ
行
き
、
映
像
制
作
の
指
導

を
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
で
は
、
一
般
の
方
に
も
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
た
い
。

◆ 

ホ
ッ
ケ
と
日
本
酒
（
辛
口
系
）

い
そ
だ
　
あ
つ
こ

磯
田 

厚
子
（
副
代
表
／
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
ポ
ー
ト
委
員
）

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
や
評
価
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
、
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
昨
年

六
月
か
ら
外
務
省
の
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
総
合
戦
略
会
議
」

の
委
員
に
。皆
さ
ん
の
声
が
政
策
を
変
え
る
力
に

な
り
ま
す
。Ｈ
Ｐ
の
調
査
研
究
ペ
ー
ジ
を
覗
い
て

く
だ
さ
い
。

◆
ラ
オ
ス
の
ケ
ー
ン
・
ノ
ー
マ
イ
（
青
菜
・
竹
の
子
汁
）

く
ら
か
わ
　
ひ
で
あ
き

倉
川 

秀
明
（
タ
イ
事
業
）

　
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
二
年
間
い
て
、自
然

と
と
も
に
生
き
る
人
々
の
暮
ら
し
に
魅
了
さ
れ
ま

し
た
。地
域
循
環
の
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
作
り
出
す

◆ 

学
校
給
食
。郷
に
入
れ
ば
…
お
陰
様
で
世
界
中
の
食
に
適

応
で
き
る
胃
袋
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　

モ
ハ
マ
ッ
ド
・
ア
フ
ザ
ル
（
通
訳
兼
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）

　
私
は
薬
剤
師
。ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
で
は
プ
ロ
の

薬
剤
師
が
足
り
な
い
の
で
な
っ
た
。Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
農

村
で
の
医
療
活
動
を
見
て
、ス
タ
ッ
フ
が
村
人
に

親
し
く
接
す
る
態
度
に
感
銘
を
受
け
た
。

◆
シ
ョ
ー
ラ
ッ
（
唐
辛
子
ベ
ー
ス
の
チ
ャ
ー
ハ
ン
。
お
祝
い

の
時
に
食
べ
る
）

モ
ハ
マ
ッ
ド
・
バ
ハ
ド
ゥ
ー
ル
・
バ
ブ
リ
（
門
番
）

　
政
府
の
仕
事
も
し
て
い
る
が
、給
料
が
少
な
い

の
で
自
分
で
何
で
も
す
る
。家
も
造
る
し
電
気
工

事
も
す
る
。ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
は
職
が
な
い
人

が
多
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
職
業
訓
練
が
大
事

だ
。

◆ 

ド
ゥ
ッ
ピ
ヤ
ザ
（
牛
肉
・
玉
ね
ぎ
の
マ
サ
ラ
煮
炒
め
）　

　
　

サ
ロ
ワ
ー
ル
・
フ
ァ
ジ
（
門
番
）

　
ナ
ジ
ブ
ラ
政
権
時
代
に
警
官
や
兵
士
を
勤
め
、

そ
の
後
自
転
車
や
車
の
タ
イ
ヤ
を
修
理
す
る
店
を

開
い
た
。ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
が
農
産
物
を
自
給
で

き
る
よ
う
に
、農
民
を
支
援
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
う
。

◆
マ
ン
ト
ゥ
（
山
羊
肉
の
シ
ュ
ウ
マ
イ 

ヨ
ー
グ
ル
ト
が
け
）

フ
ァ
リ
ド
ゥ
ラ
（
門
番
）

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
門
番
か
ら
始
め
て
色
々
な
団
体
で
働

い
た
。
今
夏
か
ら
大
学
の
農
学
部
で
勉
強
し
、
将

来
農
業
復
興
に
関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。危

険
を
冒
し
て
活
動
す
る
Ｊ
Ｖ
Ｃ
に
感
謝
。

後列：清水、壽賀、高橋
前列：金、熊岡、広瀬、磯田

■
中
東
■

　
イ
ラ
ク
や
パ
レ
ス
チ
ナ
は
歴
史
の
負
の
遺
産

と
、
時
の
国
際
関
係
に
翻
弄
さ
れ
続
け
て
き
ま

し
た
。
こ
の
二
ヵ
国
に
は
さ
ま
れ
た
ヨ
ル
ダ
ン

も
多
く
の
パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ラ
ク
の
難
民
を
抱

え
て
い
ま
す
。
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
人
た

ち
が
、
自
ら
の
手
で
平
和
を
切
り
開
け
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

こ
ば
や
し

わ
　
か
　
こ

小
林 

和
香
子
（
パ
レ
ス
チ
ナ
調
整
員
）

　
現
在
大
学
院
生
、休
学
し
て
Ｊ
Ｖ
Ｃ
に
参
加
し

て
い
ま
す
。そ
の
前
は
十
年
あ
ま
り
外
資
広
告
代

理
店
で
営
業
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
当
。
Ｊ
Ｖ

Ｃ
の
支
援
の
あ
り
方
に
共
感
し
て
い
ま
す
。

◆ 

シ
ュ
ワ
ル
マ
（
中
東
版
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
）

い
し
は
ら

さ 

と 

み

石
原 

聡
美
（
パ
レ
ス
チ
ナ
駐
在
）

　
パ
レ
ス
チ
ナ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
し
た
。
西
岸
・
ガ

ザ
各
地
を
回
っ
て
、
現
地
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
世

界
中
か
ら
来
る
人
と
知
り
合
え
る
の
が
楽
し
い
。

◆
カ
タ
イ
エ
フ
（
チ
ー
ズ
や
ナ
ッ
ツ
を
包
ん
で
シ
ロ
ッ
プ
に

漬
け
た
パ
ン
ケ
ー
キ
。
断
食
月
の
お
菓
子
）

さ

と

う

ま  

き

佐
藤 

真
紀
（
中
東
事
業
代
表
）

　
イ
ラ
ク
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
。今
は
緊
急
対
応
に
追

わ
れ
て
い
る
が
、本
来
人
々
が
持
っ
て
い
る
豊
か

な
文
化
を
繋
ぎ
と
め
て
い
く
こ
と
が
私
の
テ
ー

マ
。

◆ 

冷
た
い
ビ
ー
ル
（
中
東
は
乾
燥
し
て
い
て
、
の
ど
が
か
ら

か
ら
に
な
る
の
で
）

よ 

し 

の
み
や
こ

吉
野 

都

（
イ
ラ
ク
緊
急
対
応
／
看
護
師
）

　
パ
レ
ス
チ
ナ
か
ら
バ
グ

ダ
ッ
ド
ま
で
流
れ
な
が
れ

て
早
一
年
で
す
。
今
年
も

中
東
の
今
を
生
き
る
人
々

の
声
を
、
こ
ん
ぶ
風
味
（
素

材
を
生
か
し
た
天
然
の
味
）

で
お
届
け
し
ま
す
。

◆ 

御
徒
町
の
「
か
っ
ぱ
寿
司
」。

一
時
帰
国
時
の
い
や
し
。

石原、佐藤、吉野



Trial & Error 2003/6 (No.230) 6

■ 特集JVCスタッフ 2003

今
年
は
ア
ラ
ビ
ア
語
挑
戦
な
る
か
？

◆ 

ヨ
ー
グ
ル
ト
と
蜂
蜜
に
は
目
が
な
い
で
す
。

か
す
み
　
ま
さ
と

鹿
住 

正
人
（
前
ベ
ト
ナ
ム 

ホ
ア
ビ
ン
住
民
参
加
型
農
村
開
発
）

　
飲
ん
で
食
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
で
十
kg
痩
せ
ま
し
た
。

◆ 

チ
キ
ン
サ
ー
ラ
ン
（
び
ち
ゃ
び
ち
ゃ
の
チ
キ
ン
カ
レ
ー
）

な
か
や
ま

い 

く 

こ

中
山 

郁
子
（
会
員
／
開
発
教
育
）

　
子
ど
も
た
ち
の
聡
明
さ
に
は
し
ば
し
ば
舌
を
巻

き
ま
す
。
戦
争
の
話
を
し
た
と
き
「
戦
争
は
人
が

死
ぬ
し
お
金
は
な
く
な
る
し
、な
ん
に
も
い
い
こ

と
な
い
じ
ゃ
ん
」
と
言
わ
れ
、
そ
う
だ
よ
ね
…
。

◆ 

魚
沼
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
紀
州
の
梅
干
。最
後
の
晩
餐
と
決

め
て
い
ま
す
。

お 

ぎ 

の

よ 

う 

こ

荻
野 

洋
子
（
広
報
）

　
銀
行
の
外
訪
営
業
、健
康
食
品
の
広
告
ツ
ー
ル

な
ど「
売
れ
て
ナ
ン
ボ
」の
世
界
か
ら
Ｊ
Ｖ
Ｃ
へ
。

「
そ
ん
な
ヤ
ツ
が
一
人
く
ら
い
い
て
も
い
い
じ
ゃ

ん
」
と
早
十
年
、
最
長
記
録
で
す
。

◆ 

白
子
、
う
に
、
ド
リ
ア
ン
、
羊
の
脳
カ
レ
ー

い
し
か
わ

と 

も 

こ

石
川 

朋
子
（
広
報
／
Ｊ
Ｖ
Ｃ
コ
ン
サ
ー
ト
事
務
局
）

　
国
際
協
力
コ
ン
サ
ー
ト
の
事
務
局
と
し
て
怒
涛

の
一
年
。
得
た
も
の
は
、
皆
の
力
で
一
つ
の
も
の

を
作
り
上
げ
る
達
成
感
と
、
感
謝
の
気
持
ち
。
今

年
は「
き
ち
ん
と
計
画
実
施
系
」を
目
指
し
ま
す
。

◆ 

き
の
こ
、
海
草
、
野
菜
、
豆
腐
…
最
近
は
低
カ
ロ
リ
ー
系

に
路
線
変
更
。
肥
満
防
止
! !

ほ 

そ 

の

じ
ゅ
ん
や

細
野 

純
也
（
会
報
誌
レ
イ
ア
ウ
ト
／
シ
ス
テ
ム
管
理
）

　
Ｓ
Ｅ
と
し
て
米
国
出
張
し
た
時
に
九
・
一
一
が

発
生
。
そ
の
理
不
尽
さ
・
不
可
解
さ
を
考
え
て
い

る
う
ち
に
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
に
た
ど
り
着
く
。
他
ス
タ
ッ

フ
と
は
異
な
る
守
備
範
囲
を
ど
う
生
か
す
か
鋭
意

考
慮
中
。

◆ 

煮
詰
め
る
ス
ー
プ
の
類
い
（
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
、
け
ん
ち

ん
汁
な
ど
）。
自
分
で
作
っ
て
も
失
敗
し
な
い
し
ね
。

と
み
や
す

み 

つ 

こ

富
安 

光
子
（
募
金
）

　
空
襲
の
恐
怖
、
焼
野
原
、
知
人
が
突
然
い
な
く

な
る
…
。
思
い
出
の
中
か
ら
封
印
し
て
い
ま
し

た
。
今
、
否
応
な
く
あ
の
光
景
が
目
に
浮
か
び
ま

す
。
あ
ん
な
現
実
を
、
今
体
験
し
て
い
る
人
た
ち

が
い
る
。
戦
争
は
い
や
で
す
。

◆ 

何
で
も
食
べ
ま
す
。
雑
食
な
の
で
。（
だ
か
ら
若
い
！
）

ア
イ
ネ
ス
・
バ
ス
カ
ビ
ル

　
　
　（
理
事
／
Ｊ
Ｖ
Ｃ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
長
）

　
八
六
年
か
ら
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー

ト
を
続
け
て
、
十
五
年
。
今
年
は
、
不
景
気
に
負

け
ず
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
通
し
て
、
一
千
万
の
収
益

を
あ
げ
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
を
広
く
伝
え
た
い
。

◆ 

特
に
な
し 

↓ 

な
ん
で
も
好
き
。

い 

わ 

ま

く 

に 

お

岩
間 

邦
夫
（
経
理
／
労
務
）

　
知
人
か
ら「
お
前
が
経
理
で
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
大
丈
夫

か
」
と
の
声
し
き
り
。
一
応
、
米
国
公
認
会
計
士

試
験
合
格
し
て
る
ん
で
す
。勉
強
し
た
内
容
は
忘

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
。
決
算
に
向
け
て
戦
々

恐
々
の
日
々
。

◆ 

故
郷
・
旭
川
市
に
あ
る
蜂
屋
の
ラ
ー
メ
ン

か 

わ 

い

ち
　
ほ

川
合 

千
穂
（
前
カ
レ
ン
ダ
ー
事
務
局
）

　
カ
レ
ン
ダ
ー
担
当
を
三
年
勤
め
て
今
度
ラ
オ
ス

へ
行
き
ま
す
。ラ
オ
ス
か
ら
の
報
告
を
楽
し
み
に

し
て
い
て
く
だ
さ
い
。
あ
ー
、
ア
ル
プ
ス
と
（
ツ

レ
ア
イ
と
）
し
ば
し
の
別
れ
じ
ゃ
ー
！

◆ 

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー

過
ぎ
て
ゆ
く
。「
初
心
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
」、
底
冷

え
す
る
事
務
所
で
ひ
ざ
掛
け
し
て
、ぽ
か
ぽ
か
陽

気
の
南
ア
フ
リ
カ
を
思
い
浮
か
べ
る
毎
日
で
す
。

◆
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

す

ず

き

鈴
木 

ま
り
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
事
業
）

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
も
「
よ
り
早
く
、
よ
り
多
く
、

よ
り
楽
に
」と
い
う
近
代
主
義
が
紹
介
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
流
さ
れ
ず
、
必
要
な
こ
と
だ
け
選
択
し
て

い
る
村
の
人
々
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。

◆
お
い
し
い
も
の
。
山
の
頂
上
で
食
べ
る
お
昼
ご
飯
。

は 

ち 

す 

か

ま
　
ゆ
　
み

蜂
須
賀 

真
由
美
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
事
業
）

　
東
テ
ィ
モ
ー
ル
滞
在
中
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
軍
事

占
領
下
で
人
々
が
ど
ん
な
に
酷
い
目
に
あ
っ
た
か

を
聞
き
、「
家
族
と
と
も
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
」

こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
尊
い
も
の
か
実
感
し
ま
し
た
。

◆ 

炊
き
立
て
の
ご
飯
（
飽
き
な
い
！
）

う
え
ず
み
　
じ
ゅ
ん
こ

上
住 
純
子
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
緊
急
対
応
／
看
護
師
）

　
村
へ
の
巡
回
診
療
を
し
な
が
ら
、徐
々
に
活
気

を
取
り
戻
す
ア
フ
ガ
ン
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。主

体
的
に
行
動
し
、全
員
が
話
し
合
っ
て
決
め
る
と

い
う
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
方
針
は
「
目
か
ら
う
ろ
こ
」。

◆ 

ダ
ル
バ
ー
ト
タ
ル
カ
リ
ア
チ
ャ
ー
ル
（
豆
の
カ
レ
ー
、
野

菜
の
お
か
ず
…
ネ
パ
ー
ル
定
食
）

た
む
ら
　
ゆ
う
こ

田
村 

祐
子

（
中
東
事
業
）

　
戦
争
と
平

和
。
中
東
地

域
で
の
活
動

は
大
変
で
す

が
、
多
く
の

人
と
の
出
会

い
が
あ
り
ま

す
。
現
地
ス

タ
ッ
フ
を
ど

う
サ
ポ
ー
ト

す
る
か
、
模

索
の
日
々
。

か
、
タ
イ
と
日
本
の
経
験
を
繋
げ
て
い
き
た
い
。

◆
赤
ア
リ
の
卵
と
赤
ア
リ
の
炒
め
物

つ
か
も
と

い 

ず 

み

塚
本 

和
泉
（
前
ラ
オ
ス
事
業
）

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
三
年
、ス
タ
ッ
フ
で
八
年
Ｊ

Ｖ
Ｃ
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、こ
の
四
月
に
退

職
。
ベ
ト
ナ
ム
に
「
主
夫
」
と
し
て
住
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。か
あ
ち
ゃ
ん
は
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ

で
す
。

◆
さ
ば
の
煮
付
け

て
ら
に
し

す 

み 

こ

寺
西 

澄
子
（
コ
リ
ア
事
業
）

　
夜
の
地
球
を
、宇
宙
か
ら
撮
影
し
た
写
真
を
見

た
。日
本
列
島
も
日
本
海
も（
漁
船
の
明
か
り
？
）

昼
の
よ
う
な
明
る
さ
な
の
に
、朝
鮮
半
島
の
北
半

分
だ
け
暗
い
。
反
対
に
、
北
朝
鮮
で
見
上
げ
た
夜

空
は
星
が
ま
ぶ
し
か
っ
た
。
忘
れ
ら
れ
な
い
。

◆
担
々
麺
。
近
所
の
店
の
は
甘
め
で
好
き
。

　
お
　
　
ち
　

　
み
　
　
な
　

越
智 

美
奈
（
ベ
ト
ナ
ム
事
業
／
ラ
オ
ス
事
業
）

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
で
活
動
し
て
ま
も
な
く
四
年
。今
年
か

ら
ベ
ト
ナ
ム
事
業
と
ラ
オ
ス
事
業
の
兼
務
に
な
る

の
で
、
気
分
一
新
で
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆ 

瀬
戸
内
の
魚
、
い
り
こ
だ
し
＆
麦
味
噌
の
お
味
噌
汁
。

は 

ら 

だ

き
ょ
う
こ

原
田 

恭
子
（
南
ア
フ
リ
カ
事
業
）

　
新
米
の
私
に
と
っ
て
、毎
日
は
怒
涛
の
よ
う
に

後列：倉川、塚本
前列：寺西、越智、原田

後列：鈴木、小林（中東を参照）、蜂須賀、上住
前列：谷山（アフガニスタンを参照）、田村、鹿住

後列：中山、荻野、石川、細野
前列：富安、バスカビル、岩間、川合
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ノ
ン
ジ
ョ
ク
自
然
農
園
、
三
つ
の
目
的

　
高
層
ビ
ル
が
林
立
す
る
バ
ン
コ
ク
中
心
部
か
ら
一
時

間
半
ほ
ど
車
で
行
く
と
、
バ
ン
コ
ク
郊
外
と
は
思
え
ぬ

田
園
風
景
が
広
が
っ
て
く
る
。
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
運

河
の
ほ
と
り
で
は
魚
を
釣
っ
た
り
、
洗
濯
を
し
て
い
る

人
が
い
る
。
ノ
ン
ジ
ョ
ク
自
然
農
園
は
バ
ン
コ
ク
の
北

東
約
五
十
キ
ロ
の
農
村
地
域
に
あ
り
、
農
園
の
周
囲
は

こ
ん
も
り
と
様
々
な
木
々
に
囲
ま
れ
、
畑
の
野
菜
の
み

ず
み
ず
し
い
緑
が
ま
ぶ
し
い
。
た
ま
た
ま
稲
刈
り
体
験

に
来
た
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
田
ん
ぼ
に
響
く
。

　
農
園
の
広
さ
は
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
そ
の
う
ち
水
田

一
・
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
野
菜
畑

〇
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
果
樹
園

一･

六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
池
〇
・

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
そ
れ
に
五

百
羽
の
採
卵
鶏
を
飼
う
鶏
小

屋
六
つ
、
ス
タ
ッ
フ
や
研
修

生
の
家
、
研
修
棟
、
事
務
所
、

コ
メ
倉
な
ど
の
施
設
が
並
ぶ
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
Ｊ

Ｖ
Ｃ
と
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る

タ
イ
ホ
フ
（T

H
A
IH

O
F

、
薬
草

と
伝
統
医
療
、
自
然
農
業
の
普
及
を

め
ざ
す
）
、
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト

（
有
機
農
産
物
の
流
通
を
担
う
）
、
バ
ン
ラ
ッ
ク
（
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー

教
育
を
実
践
し
て
い
る
幼
稚
園
）
と
の
四
団
体
で
運
営
さ
れ

て
き
た
。
農
園
の
目
的
は
以
下
の
三
つ
で
あ
る
。

①
自
然
農
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
、
農
民
が
実
践
で
き
る

　
よ
う
な
自
然
農
業
の
適
正
な
技
術
の
モ
デ
ル
を
示
す
。

②
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ス
タ
ッ
フ
や
農
民
た
ち
に
自
然
農
業
を
学

　
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
。

③
農
場
で
生
産
さ
れ
る
自
然
・
有
機
農
産
物
を
、
消
費

　
者
と
の
顔
の
見
え
る
関
係
を
通
し
て
販
売
し
、
経
済

　
的
に
自
立
で
き
る
農
園
経
営
を
確
立
す
る
。
※
注
二

農
園
の
経
済
的
な
自
立
も
達
成

　
最
終
評
価
に
お
い
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
当
初
の

目
的
が
達
成
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
農
園
と
し
て
自
立

し
て
い
け
る
こ
と
、
ま
た
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
引
き
続
き
こ
の

農
園
を
タ
イ
に
お
け
る
活
動
の
拠
点
の
一
つ
と
し
て
関

わ
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、
Ｊ
Ｖ

Ｃ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
二
〇
〇
二
年
度
末
を

も
っ
て
終
了
す
る
と
い
う
結
論
と
な
っ
た
。

　
こ
の
農
園
の
手
法
は
、
農
園
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
資
源

（
農
作
物
、
鶏
糞
、
果
樹
や
草
、
水
な
ど
）
を
循
環
さ
せ
る
こ
と

だ
。
捨
て
る
も
の
は
な
い
。
野
菜
や
果
物
、
ハ
ー
ブ
や

樹
木
な
ど
の
種
類
・
品
種
を
多
く
し
て
自
然
の
森
に
近

づ
け
る
こ
と
で
一
年
中
多
様
な
作
物
が
供
給
で
き
、
同

時
に
、
虫
の
被
害
や
病
気
が
な
く
な
る
。
今
後
は
手
間

の
か
か
る
野
菜
づ
く
り
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
果
樹
を

増
や
す
こ
と
、
魚
を
近
く
の
市
場
で
販
売
す
る
こ
と
、

コ
メ
づ
く
り
に
も
今
ま
で
以
上
に
時
間
を
か
け
、
増
収

を
は
か
る
こ
と
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。

自
然
農
業
と
自
給
自
足
を
求
め
て

―  

「
タ
イ
・
ノ
ン
ジ
ョ
ク
自
然
農
園
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了  

―

東
京
事
務
所
・
タ
イ
事
業
担
当
　
倉
川 

秀
明

※
注
一
　
農
園
の
詳
し
い
紹
介
は
本
誌
二
〇
〇
一
年
十
二
月
号 (

通
巻
二
〇
五
号)

を
参
照
の
こ
と
。

※
注
二   

日
本
の
有
機
農
業
に
お
け
る
「
提
携
」
や
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｃ
Ｓ
Ａ
（C

om
m
u
n
ity

 S
u
pported

 A
g
ricu

ltu
re

）

の
よ
う
な
関
係
。
Ｃ
Ｓ
Ａ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
支
え
、
か
つ
支
え
ら
れ
る
農
業
と
い
う
意
味
。
ノ
ン
ジ
ョ

ク
自
然
農
園
で
は
消
費
者
が
一
年
分
の
会
費
を
前
払
い
し
、
農
園
が
野
菜
、
卵
、
果
物
な
ど
を
週
一
回
消
費
者

に
届
け
る
。

一
九
九
八
年
二
月
に
タ
イ
で
始
ま
っ
た
「
ノ
ン
ジ
ョ
ク
自
然
農
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
五
年
を
経
て
、
今
年

三
月
を
も
っ
て
終
了
し
た
。
現
在
こ
の
農
園
は
独
立
し
て
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
農
民
た
ち
か
ら
自
然
農
業
が

学
べ
る
貴
重
な
場
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
終
了
に
あ
た
っ
て
、
今
年
一
月
に
関
係
者
が
農
園
で
終
了
評

価
を
行
な
い
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
、
問
題
点
、
今
後
の
あ
り
方
な
ど
を
話
し
合
っ
た
。
※
注
一

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

チキントラクター
鶏小屋の回りの畑を4等分
にして鶏の運動場や畑にし
ている。これを 3ヵ月毎に
ローテーションする。鶏は
草・虫を食べ、糞を落とすの
で除草・施肥の手間が省け
る。

苗床
自家採種にも努
めているが、やっ
と3割弱。残りは
購入している。

　　↑
多目的スペース
ミーティングやトレーニングの
他、野菜の集荷にも使う。

田植えの後、あひるのひな
を放す。あひるは草や虫を
食べ（除草、除虫）、糞を落
とす（施肥）。↓

稲穂がたれたら、あひる
を水田から池へ移し、稲
刈り（タイの伝統的な稲
刈り）をする。↓

あひると稲

薬草サウナもある。

野犬や大トカゲよけのため
に電気柵を張っている。

バナナ・サークル
すり鉢状に掘られた穴のまわ
りにバナナを植える。バナナ
を収穫した後の幹、回りの草
などを穴に入れることにより
自然な肥料になる。

研修生の宿舎 ↓

← 事務所

↓
↓

コメ倉 →

↓

↑ 鶏小屋

日陰になるような場所
には、パイナップルや
ショウガ類を植える。

ノンジョク自然農園の全体像

果樹園  ↑
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二
つ
目
の
目
的
で
あ
る
研
修
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
提

供
で
は
、
長
期
・
短
期
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
、
多

く
の
訪
問
者･

見
学
者
を
受
け
入
れ
て
き
た
。
地
元
の

行
政
官
な
ど
農
園
に
コ
ン
タ
ク
ト
し
て
く
る
人
も
少
し

ず
つ
増
え
て
い
る
。
今
後
は
短
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

設
定
す
る
な
ど
、
今
ま
で
以
上
に
広
報
す
る
考
え
だ
。

　
経
済
的
な
自
立
に
つ
い
て
は
、
農
作
物
の
収
益
だ
け

で
ス
タ
ッ
フ
の
給
料
を
含
む
経
費
の
九
〇
％
を
賄
え
る

ま
で
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
農
園
部
門
と
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
会
計
を
分
け
、
ス
タ
ッ
フ
の
給
料
の
二

五
％
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
か
ら
支
出
す
る
こ
と

と
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
か
な
り
の

労
力
を
か
け
て
い
る
か
ら
だ
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

現
時
点
で
農
園
全
体
の
収
支
が
取
れ
て
い
る
と
い
う
状

態
と
な
り
、
経
済
的
自
立
の
達
成
が
確
認
さ
れ
た
。
通

常
、
モ
デ
ル
農
園
と
い
う
の
は
母
体
の
団
体
か
ら
資
金

を
投
入
し
つ
づ
け
な
い
と
運
営
で
き
な
い
の
だ
が
、
農

園
自
体
の
収
益
だ
け
で
経
済
的
に
自
立
で
き
る
と
い
う

こ
と
は
画
期
的
で
あ
る
。

ノ
ン
ジ
ョ
ク
自
然
農
園
の
意
義

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画
さ
れ
た
当
初
（
一
九
九

七
年
）、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
タ
イ
は
、
そ
れ
ま
で
行
な
っ
て
き
た
農

村
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
終
了
さ
せ
て
、
大
き
な
転
機

を
迎
え
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
頃
の
タ
イ
は
、
周
辺
諸

国
に
比
べ
て
国
民
所
得
が
向
上
し
、
外
か
ら
の
「
援
助
」

は
必
要
な
い
と
み
な
さ
れ
、
撤
退
す
る
海
外
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も

多
く
み
ら
れ
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
都
市
と
農
村
の
所
得
格
差
、
自

然
資
源
の
破
壊
、
借
金
の
顕
著
化
な
ど
、
国
家
主
導
の

開
発
の
陰
で
深
刻
な
問
題
が
起
こ
っ
て
い
た
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ

は
そ
れ
ら
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
を
感

じ
、
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
を
決
意
、
そ
の
切
り
口
の

一
つ
と
し
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
。

　
自
然
農
業
や
有
機
農
業
の
普
及
活
動
を
し
て
い
る
タ

イ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
そ
れ
ら
の
農
業
の
適
切
な
技
術
と
経

済
性
の
具
体
的
な
提
示
が
不
十
分
で
あ
り
、
農
民
や
Ｎ

Ｇ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
が
研
修
で
き
る
場
も
少
な
い
と
い
う
課

題
を
抱
え
て
い
た
。
そ
の
必
要
性
に
答
え
る
場
と
し
て

ノ
ン
ジ
ョ
ク
自
然
農
園
を
立
ち
上
げ
た
。
海
外
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
で
あ
る
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
タ
イ
に
関
わ
る
意
義
も
そ
こ
に

あ
っ
た
。

　
こ
の
農
園
が
当
初
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
的
を
達
成
し

て
、
農
園
と
し
て
独
立
で
き
た
こ
と
は
、
当
初
の
責
任

者
で
あ
っ
た
村
上
真
平
氏
の
創
意
と
工
夫
が
大
き
か
っ

た
と
と
も
に
、
農
園
ス
タ
ッ
フ
の
日
々
の
弛
ま
ぬ
努
力

と
意
志
の
強
靭
さ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。
農
園

の
現
責
任
者
デ
ィ
サ
タ
ッ
ト
さ
ん
は
「
自
分
が
こ
こ
で

働
い
て
い
る
の
は
、
自
分
の
理
想
の
生
活
が
で
き
る
か

ら
。
自
分
た
ち
が
楽
し
ん
で
生
活
し
て
い
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
そ
う
い
う
気
持
ち
こ
そ
持
続
的
だ
。
今
ま

で
の
人
生
で
こ
ん
な
に
働
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

そ
の
分
返
っ
て
く
る
も
の
が
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
今
後
の
関
わ
り
方

　
今
後
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
農
園
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
・
コ
ミ

テ
ィ
ー
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
が
、
立
場
が
変
わ
っ
て

も
、
今
ま
で
通
り
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
事
務
所
を
農
園
内
に
構

え
、
次
の
よ
う
な
関
わ
り
を
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

①
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
若
い
人
た

　
ち
に
農
園
の
活
動
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
。

②
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
日
本
の
農
民
な
ど
、
経
験
や
知
識
を

　
持
つ
人
た
ち
と
の
経
験
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
で
、

　
農
園
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

③
日
本
人
の
人
材
育
成
の
場
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　
ト
の
一
つ
「
タ
イ
の
農
村
で
学
ぶ
イ
ン
タ
ー
ン
シ

　
ッ
プ
」
で
の
派
遣
前
研
修
や
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー

　
に
活
用
し
て
い
く
。

④
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
地
域
の
村
人
及
び
関
係
者
が
自
然

　
農
業
を
学
べ
る
場
と
し
て
、
農
園
を
積
極
的
に
活

　
用
す
る
。

⑤
農
村
開
発
に
関
わ
る
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ
自
身
の
研

　
修
の
場
と
し
て
生
か
す
。

⑥
農
民
奨
学
金
制
度
（
農
業
を
学
ぶ
意
志
が
あ
っ
て

　
も
研
修
に
参
加
で
き
な
い
農
民
に
一
年
間
奨
学
金

　
を
支
給
す
る
）
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
人
材
育
成
の

　
重
要
性
に
鑑
み
、
こ
の
制
度
に
関
し
て
の
み
、
Ｊ

　
Ｖ
Ｃ
は
間
接
的
に
資
金
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
う
。

　
年
三
人
か
ら
四
人
程
度
の
見
通
し
で
あ
る
。

　
森
の
よ
う
に
木
々
や
草
が
茂
る
農
園
に
佇
ん
で
い
る

と
、
何
も
な
か
っ
た
重
粘
土
の
埋
立
地
か
ら
農
園
を
立

ち
上
げ
た
と
い
う
こ
と
が
ま
る
で
昔
話
の
よ
う
に
思
え

て
く
る
。
マ
ン
ゴ
ー
の
木
の
枝
に
ぶ
ら
下
が
る
赤
ア
リ

の
巣
を
眺
め
て
、
こ
れ
も
生
態
系
の
中
で
一
つ
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
と
と
も
に
人
間
の
食
材
の
一
つ
だ
と
も

思
う
と
、
豊
か
さ
と
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
現
れ
て
い

る
の
だ
と
実
感
す
る
。
自
給
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
生

活
の
最
低
ラ
イ
ン
を
表
す
の
で
は
な
く
、
外
部
の
何
に

も
左
右
さ
れ
な
い
積
極
的
な
生
き
方
を
提
示
す
る
こ
と

だ
と
い
う
農
園
の
考
え
方
に
共
感
を
覚
え
ず
に
い
ら
れ

な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
く
ら
か
わ
　
ひ
で
あ
き
）

答えを生きる
しんぺい

    村上 真平（元ノンジョク農園代表、

　　　　現農業共同体チャルカ主宰）
し ん し

　私たちが真摯に向き合うべき課題は、

「生命の基である自然を収奪しない生き

方」と「他の人、特に弱い立場におかれて
さくしゅ

いる人々を搾取しない生き方」でしょう。

そのための提言、啓蒙も大切ですが、一番

大事なことはその解決になる答えを生き

ることです。ノンジョク自然農園に集う

人々は、日 「々答えを生きる」ことに真摯

です。その生き様が続く限り「多くの働

き」がなされます。
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デ
ィ
サ
タ
ッ
ト
・
ロ
ヤ
ナ
ラ
ッ
ク
（
農
園
代
表
）

　
自
然
農
業
を
実
践
す
る
と
い
う
こ
と
は
自
分
自
身
の

姿
勢
を
変
え
る
こ
と
だ
。
た
と
え
そ
の
原
理
を
よ
く
理

解
し
た
と
し
て
も
、
実
現
す
る
こ
と
は
は
る
か
に
難
し

い
。
そ
れ
が
、
私
が
ノ
ン
ジ
ョ
ク
自
然
農
園
で
学
ん
だ

こ
と
で
あ
る
。

　
五
年
間
私
た
ち
が
一
生
懸
命
に
働
い
た
結
果
、
農
園

の
土
壌
の
豊
か
さ
も
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
も
回
復
し

た
。
そ
れ
で
も
な
お
、
や
る
べ
き
こ
と
、
磨
く
べ
き
技

術
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
例
え
ば
、
カ
モ
と
コ
メ
の
同
時

作
で
は
持
続
性
と
生
産
性
を
実
現
す
る
た
め
に
、
さ
ら

に
多
く
の
時
間
と
手
間
を
か
け
る
必
要
が
あ
る
。
同
時

に
、
こ
の
回
復
と
い
う
の
は
「
自
然
」
の
働
き
に
よ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
私
た
ち
は

単
に
そ
の
過
程
に
お
け
る
推
進
役
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。

　
最
大
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
い
つ
も
農
園
の
財
政
事
情

か
ら
来
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
最
小
の
支
援
金
の
範
囲

内
で
行
な
う
と
い
う
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
は
仕
事
の
中
で
も
最
も
楽
し
さ
の
少
な
い
部

分
で
あ
る
。
そ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
な
く
す
た
め
に
、

農
園
の
経
済
的
な
面
を
単
な
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
し

て
見
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

　
自
給
自
足
と
い
う
も
の
が
、
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
よ

い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。
プ
ラ
ラ
ー
（
発

酵
さ
せ
た
魚
と
ス
パ
イ
ス
と
ハ
ー
ブ
の
ソ
ー
ス
）
を
作
る
た
め

に
魚
を
も
っ
と
養
殖
し
た
い
と
思
う
。
砂
糖
を
自
分
た

ち
で
作
る
こ
と
を
ま
じ
め
に
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

計
画
は
必
ず
し
も
劇
的
に
は
支
出
を
減
ら
し
、
収
入
を

増
や
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
自
己
発
見
と
い
う
感
覚
が
生
ま
れ
、
お

金
が
な
く
て
も
自
然
に
よ
っ
て
私
た
ち
が
や
っ
て
い
け

る
と
い
う
自
信
が
で
き
る
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
提
供
す
る
こ
と
は
私
た
ち
の
仕
事

の
一
部
で
あ
る
が
、
私
た
ち
の
仕
事
が
他
の
人
々
を
訓

練
す
る
こ
と
で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
も
し
誰
か

が
農
園
に
来
て
自
然
農
業
に
触
発
さ
れ
た
な
ら
、
私
た

ち
は
嬉
し
く
思
う
が
、
誰
か
を
触
発
す
る
よ
う
仕
組
む

こ
と
は
で
き
な
い
。
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
私
た
ち

自
身
を
触
発
し
つ
づ
け
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が

最
も
大
切
な
仕
事
な
の
で
あ
る
。

◆
自
然
農
業
を
確
信
し
て

      

ソ
ン
バ
ッ
ト
・
チ
ュ
ム
ヌ
ム
（
農
園
ス
タ
ッ
フ
）

　
僕
が
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
や
っ
て
き
た
こ
と
は
農
業

以
外
に
な
い
。
そ
れ
は
そ
う
だ
。
僕
は
農
民
の
家
に
生

ま
れ
、
育
っ
た
の
だ
か
ら
。
大
学
で
も
僕
は
「
農
業
」
を

専
攻
し
た
。
そ
の
頃
は
「
自
然
農
業
」
の
こ
と
な
ん
て

教
え
て
く
れ
る
人
は
ひ
と
り
も
い
な
か
っ
た
。
卒
業

後
、
こ
の
ノ
ン
ジ
ョ
ク
自
然
農
園
で
働
く
機
会
を
得
た

の
だ
が
、
最
初
の
頃
は
農
薬
も
化
学
肥
料
も
使
わ
な
い

で
農
業
が
で
き
る
の
か
と
半
信
半
疑
だ
っ
た
。
た
だ
、

こ
の
農
園
で
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
と
て
も

大
切
な
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
漠
然
と
し
た

確
信
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
は
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
は
っ

き
り
と
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
や
っ
て

み
る
し
か
な
い
、
と
思
っ
た
の
だ
。
　
　

　
僕
は
こ
の
農
園
に
来
て
五
年
に
な
る
。
今
は
「
自
然

農
業
」
を
心
底
信
じ
て
い
る
。
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使

う
近
代
農
業
は
、
長
い
間
農
民
を
苦
し
め
続
け
、
決
し

て
よ
い
状
況
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
。

　
僕
は
五
年
間
こ
の
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
が
、
僕
の

目
標
は
野
菜
や
コ
メ
や
卵
の
生
産
を
あ
げ
る
こ
と
で
は

な
い
。
農
民
に
、
彼
ら
に
と
っ
て
最
も
よ
い
農
業
の
あ

り
方
を
理
解
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
こ
と
な
の
だ
。

　◆
自
分
の
生
活
を
自
分
で
創
り
だ
す

み 

な 

み

                           

皆
見 

陽
子
（
農
園
ス
タ
ッ
フ
）

　
ま
だ
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ
で
あ
っ
た
頃
、
「
自
分
が

育
っ
た
村
で
は
み
ん
な
が
必
要
な
も
の
は
何
で
も
つ
く

り
、
い
く
つ
も
の
こ
と
を
し
て
暮
ら
し
て
い
た
。
お
よ

そ
仕
事
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
を
持
っ
て
い
る
人
は
い
な

か
っ
た
」
と
※

ビ
ル
・
モ
リ
ソ
ン
が
書
い
た
そ
の
状
態
は

あ
る
種
の
理
想
郷
だ
と
理
解
し
て
い
た
。
農
園
ス
タ
ッ

フ
に
な
っ
て
初
め
て
理
解
し
た
の
は
、
身
体
を
動
か
す

と
い
う
こ
と
が
い
か
に
精
神
に
大
き
な
創
造
力
を
与
え

る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
朝
か
ら
夕
刻
ま
で
コ
ツ
コ
ツ
と
身
体
を
動
か
す
こ
と

は
い
わ
ゆ
る
「
仕
事
」
の
範
疇
に
は
収
ま
ら
な
い
も
の

が
あ
る
。
Ｍ
Ｈ
・
ガ
ン
ジ
ー
が
糸
紡
ぎ
に
こ
だ
わ
っ
た

の
は
、
た
だ
糸
の
生
産
が
象
徴
的
で
あ
る
か
ら
で
は
な

い
、
そ
こ
に
は
自
分
の
心
を
安
定
さ
せ
る
肉
体
労
働
が

あ
る
か
ら
だ
。
自
分
の
生
活
に
関
わ
る
と
い
う
こ
と
を

根
本
か
ら
見
つ
め
直
さ
せ
て
く
れ
る
。
農
に
関
わ
っ

て
、
よ
う
や
く
私
は
自
分
の
生
活
を
「
購
入
す
る
」
の

で
は
な
く
、
自
分
で
創
り
だ
す
こ
と
を
知
っ
た
。

ノ
ン
ジ
ョ
ク
で
働
い
て

▲ため池、研修棟、スタッフの家など、木々と草が生い茂るノンジョ
ク自然農園 (2003/1撮影)

◆
自
分
自
身
を
触
発
し
つ
づ
け
る

　
そ
れ
が
農
園
の
仕
事

※ビル・モリソン

1928年オーストラリアのタスマニア生まれ。パーマカルチャー（持続可能な環境を作るデザイン体系

の意）の提唱者。目指すものは自然農業の理念に近い。共著書「パーマカルチャー」（農文協）など。



Trial & Error 2003/6 (No.230) 10

いそこが聞き
た その12

＊答えた人：カンボジア事務所・余部 徹

　
現
地
で
、
ス
タ
ッ
フ
は
毎
日
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
る
の
で
す

か
？
　
具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
・

　
そ
の
国
、
担
当
し
て
い
る
活
動
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、
今

回
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
農
村
開
発
活
動
を
し
て
い
る
余
部
さ
ん
の
一

日
の
日
課
と
一
ヵ
月
の
活
動
記
録
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

余部さんのカンボジア活動日記

１ヵ月の活動　（2002年12月)

　11月26日　JICA※専門家と青年海外協力隊のスタッフが訪問。ＪＶＣの活動を説明
　11月28日　稲作のトレーニングに参加。農家の人と水田を見て回る
　11月29日　「農村開発」の月例ミーティング
　12月2日　 事務所の月例会議
　12月4日　 支援グループの担当者の方を農村に案内
　　　　　　　家庭菜園トレーニングを見てもらう
　12月6日　 このころ、他団体の農薬被害ワークショップの準備に協力
　12月9日　 養魚トレーニングに参加
　12月16日　この週、教材作成用のために情報収集。資料センターの模様替え
　12月24日　コメ銀行の返済を話し合う会議に参加
　　　　　　　女性の相互扶助グループの例会にも参加
　12月26日　神奈川県教職員組合の方々にＪＶＣの農村活動を説明
　12月30日　「資料センター活動」のミーティング
　1月3日　　「農村開発」の昨年の振り返って話し合い

一
日
の
日
課

99年3月からカンボジアで活動。洋子さんと悠太くん（2歳）の3人
家族。事務所から5分、大家さんの家の2階を借りて住んでいます。楽
しみは食べること。ちなみにカンボジアへ来て10kg増量しました。

村へ行って、村人のミーティングやトレーニングに参加したり、活動のようすをみたり。事務所では活動分野ごとにミー
ティングがあるようです。他、支援者や関係者の訪問受け入れも多いのですね。

※ JICA：国際協力事業団。日本政府の援助を実施する機関。
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のの

みる よむ きく

いつしか

とうげんきょう

桃源郷に染まって

な む ら ま さ よ

ビエンチャン／名村 雅代

姜尚中／水野直樹／李鍾元 編
岩波書店刊　1700円+税

『日朝交渉』

イラスト／かじの 倫子

　「え、ラオスに家族3人で？　いい

ですね、ラオスは桃源郷みたいなと

ころですからねえ」

　桃源郷――そんな麗しい讃辞を贈

るのは、もちろんラオス・フリーク

のしりあいである。夫の JVC ラオ

ス・タケク事務所赴任を前に、彼は

そう言った。しかし桃源郷の現実は

厳しい。暑さと虫が苦手な私には、

ここは暑さと虫だけの国にさえ思え

る。

　とはいうものの、ラオスは治安も

良く、人がおっとりして優しく信心

深く、笑顔がすばらしい、という評

判に嘘はないと思う。そんな穏やか

な国で、猛暑の4月半ば、はじめて

の水かけ祭り（ラオス正月）を迎え

た。我が家の前でも近所の子どもた

ちが集まってホースや桶、水鉄砲を

手に、道行くバイクや自転車をねら

う。とりわけ高校生くらいの男女が

水をかけ合う笑顔のまぶしいこと。

マツリとは配偶者選びの重要な機会

でもある、という文化人類学的考察

が頭をよぎる。ギャングたちは最初

は一致団結して通行人を攻撃してい

たものの、次第に内ゲバ化し、仲間

内で本気になって頭からざぶざぶや

りあって、通行人なんかそっちのけ

になっているのがおかしい。この行

事は子どもや若者の楽しみなんだ

な、と納得。

　しかしその認識はまちがいだっ

た。夕方、夫の同僚のラオス人に招

かれて家を訪ねた。すでにテラスは

水浸し、ビール瓶が散乱し、ステレ

オからは大爆音、飲めや歌えの大騒

　
停
滞
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
、
平
和

と
共
存
へ
の
道
―
―
。

　
本
書
の
帯
に
書
か
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
す
。
日
本
に
お
け
る
緊
迫
し
た

情
勢
が
し
み
じ
み
と
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
な
見
出
し
で
す
。
さ
ら
に
、
表
紙

を
め
く
る
と
、
次
の
よ
う
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
私
の
目
に
飛
び
込
ん
で
き

ま
し
た
。

　「
拉
致
と
核
開
発
問
題
が
日
本
社
会

を
震
撼
さ
せ
て
い
る
。
は
た
し

て
北
朝
鮮
は
ど
こ
に
向
か
う
の

か
。
ア
メ
リ
カ
の
強
攻
策
に
追

随
し
て
い
て
は
、
北
東
ア
ジ
ア

に
平
和
と
安
定
は
訪
れ
な
い
。

北
朝
鮮
内
部
の
事
情
、
日
本
の

植
民
地
責
任
、
在
日
コ
リ
ア
ン

社
会
の
ゆ
く
え
を
含
め
、
山
積

す
る
課
題
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
の

地
域
を
不
戦
共
同
体
に
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
、
日
朝
の
不
正

常
な
関
係
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ

べ
く
、
二
〇
余
名
の
識
者
が
冷

静
に
訴
え
る
行
動
の
指
針
」

　
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
め
ば
、

私
が
、
改
め
て
本
書
の
目
的
を
補
足

す
る
必
要
は
な
い
で
し
ょ
う
。
日
朝

首
脳
会
談
の
目
的
は
、
不
正
常
な
関

A A A A

※今回は趣向を変え、「スタッフの連れ合い
のひとりごと」をお送りします。ラオス･ビエ
ンチャンの名村隆行さんのお連れ合いです。

（編集部）

係
の
正
常
化
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

現
在
の
流
れ
は
、
不
正
常
な
関
係
の
恒
久

化
で
あ
る
か
の
よ
う
に
み
え
ま
す
。
こ
の

逆
行
の
流
れ
に
対
し
て
、
本
書
の
執
筆
者

た
ち
は
、
冷
静
な
分
析
と
経
験
か
ら
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
提
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の

点
、
本
書
は
非
常
に
「
贅
沢
」
な
一
冊
と

も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
日
本
社
会
に
「
北
朝
鮮
の
変
化
」
に
着

目
す
る
人
は
何
人
い
る
で
し
ょ
う
か
。
何

故
、
日
本
の
世
論
は
こ
れ
ほ
ど
悪
化
し
た

の
で
し
ょ
う
か
。
何
故
、
政
府
は
国
益
だ

け
を
優
先
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
も
そ
も
、
国
益
っ
て
何
な
の

で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
ら
の
疑
問
に
対
し
て
、

本
書
は
、
日
本
、
韓
国
、
世
界
の

視
点
か
ら
日
朝
関
係
の
現
状
的

課
題
を
冷
静
に
分
析
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
平
和
と
共
存
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
に
、
私

た
ち
が
進
む
べ
き
方
向
性
を
示

し
て
い
る
の
で
す
。
力
の
論
理

で
は
な
く
、
対
話
を
重
視
し
、
文

化
を
尊
重
す
る
。
そ
の
と
き
初

め
て
、
お
互
い
の
「
傷
」
が
見
え

て
く
る
は
ず
で
す
。
冷
静
さ
が

欠
け
て
い
る
今
の
日
本
に
、
本

書
は
一
種
の
「
癒
し
」
で
あ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
タ
イ
ト
ル
と
は
裏
腹
に
、
と
て

も
と
て
も
マ
イ
ル
ド
な
一
冊
で
し
た
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
立
場
か
ら
、
Ｊ
Ｖ

Ｃ
の
熊
岡
路
矢
代
表
も
「
北
朝

鮮
の
食
糧
問
題
と
人
道
援
助
の

あ
り
方
」
と
題
す
る
一
文
を
寄

せ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
手
に

と
っ
て
み
て
下
さ
い
。

（
調
査
研
究
・
政
策
提
言
担
当
／

キ

ム

ギ
ョ
ン
ム
ク

金 

敬
黙
）

ぎ。30人はいるだろうか、下は2歳

の子どもから、上は白髪のおばあ

ちゃんまで、全身濡れネズミで腹が

よじれるほど笑い合っている。私た

ちもはじめは遠慮がちだったが、い

つしか夫は小さな子どもの背中にま

でホースをつっこんでいた。この光

景、プロ野球の優勝チームのビール

かけそっくりだ。ビールじゃなくて

も充分ハイになれる。狂乱の桃源郷

であった。

の連れ
合い
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新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
調
査

北
タ
イ
の
多
様
性
を
保
つ
た
め
に

タ
イ

木
村 

茂

の

場から～

Ｊ

「
開
発
」
の
脅
威

川
水
を
飲
ん
だ
水
牛
が
死
ん
だ

カ
ン
ボ
ジ
ア

米
倉 

雪
子

四

　
　
　
Ｖ
Ｃ
タ
イ
の
チ
ェ
ン
マ
イ

　
　
　
事
務
所
は
、
新
し
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
開
始
の
可
能
性
を
探
る

た
め
に
、
昨
年
七
月
に
新
し
く
開

設
さ
れ
た
も
の
で
す
。「In

stitu
te

fo
r S

u
sta

in
a
b
le
 A

g
ricu

ltu
re

C
o
m
m
u
n
ity

」
と
い
う
タ
イ
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
事
務
所
内
に
間
借
り
し
て

お
り
、
常
勤
一
人
と
非
常
勤
二
人

の
計
三
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
、
活
動

の
可
否
を
判
断
す
る
た
め
の
調
査

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
チ
ェ
ン
マ
イ
県
を
は
じ
め
と
す

る
北
タ
イ
で
も
、
近
年
で
は
化
学

肥
料
や
農
薬
を
大
量
に
使
用
し
た

単
一
作
物
栽
培
が
盛
ん
で
す
。
し

か
し
、
現
金
収
入
を
得
る
た
め
の

こ
う
し
た
農
業
は
国
際
価
格
に
左

右
さ
れ
や
す
く
、
農
民
の
多
く
が

借
金
を
抱
え
、
最
後
に
は
土
地
を

売
り
渡
し
て
労
働
者
に
な
っ
た
り
、

都
会
に
流
出
し
て
い
く
契
機
に
な

る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

農
薬
に
よ
る
住
民
の
健
康
被
害
も

深
刻
で
す
。
企
業
に
よ
る
土
地
の

買
占
め
も
し
ば
し
ば
行
な
わ
れ
、

土
や
水
、
森
と
い
っ
た
環
境
破
壊

が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
自
然
と
暮
ら
し
が
有
機
的
に
結

び
つ
い
た
持
続
的
な
農
業
と
は
、

い
っ
て
み
れ
ば
近
代
化
の
波
が
押

し
寄
せ
る
以
前
の
つ
い
最
近
ま
で

ど
こ
で
も
ふ
つ
う
に
行
な
わ
れ
て

い
た
も
の
で
す
。

　
近
代
化
に
よ
る
科
学
技
術
の
普

及
は
、
乳
幼
児
の
死
亡
率
低
下
を

は
じ
め
と
し
て
、
人
の
暮
ら
し
を

よ
り
豊
か
で
安
定
し
た
も
の
に
す

る
の
に
大
き
く
寄
与
し
た
一
方
で
、

経
済
に
著
し
く
偏
っ
た
価
値
観
を

蔓
延
さ
せ
、「
カ
ネ
＝
豊
か
さ
」
と

い
う
単
一
の
価
値
観
が
世
界
を
席

巻
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
北
タ
イ
地
方
は
大
半
が
山
岳
地

域
で
、
ま
た
同
時
に
た
く
さ
ん
の

民
族
が
共
生
し
て
き
た
、
文
化
的

に
も
生
態
的
に
も
き
わ
め
て
多
様

な
地
域
で
す
。
こ
こ
で
は
一
部
の

村
人
た
ち
が
手
を
取
り
合
い
、

ち
　
　
え

智
慧
を
出
し
合
っ
て
、
地
域
の
多

様
性
を
保
全
し
て
い
こ
う
と
し
始

め
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て

こ
う
い
っ
た
住
民
の
活
動
に
協
力

が
で
き
な
い
か
、
ス
タ
ッ
フ
は
毎

日
、
村
を
訪
れ
て
は
人
々
に
学
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
　
　

　
　
　
　 

（
チ
ェ
ン
マ
イ
事
務
所
）

　
　
　
月
半
ば
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
北

　
　
　
東
部
の
ラ
タ
ナ
キ
リ
を
訪

れ
た
。
ラ
タ
ナ
キ
リ
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｆ

Ｐ
（
非
木
材
林
産
物
）
と
い
う
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
、
先
住
民
と
共
に
共
同
体
の

林
、
森
か
ら
採
れ
る
様
々
な
動
物

や
植
物
な
ど
「
非
木
材
林
産
物
」
を

守
る
活
動
を
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ

も
、
そ
の
設
立
や
活
動
に
協
力
し

て
き
た
。

　
最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
ヴ
ォ
ン

サ
イ
郡
の
ク
オ
ン
村
。
独
自
の
言

葉
と
文
化
を
も
つ
ク
ル
ン
民
族
の

村
だ
。
彼
ら
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府

か
ら
一
九
九
八
年
に
木
材
伐
採
権

を
得
た
ヘ
ロ
ー
台
湾
社
に
よ
る
森

林
伐
採
に
脅
か
さ
れ
た
。
村
長
の

プ
ラ
ン
カ
ト
レ
ン
さ
ん
や
村
人
の

話
で
は
、
ヘ
ロ
ー
社
が
木
を
切
り

始
め
た
時
、
近
隣
の
五
つ
の
村
が

抗
議
に
よ
っ
て
伐
採
を
止
め
る
こ

と
が
で
き
た
と
聞
い
て
、
こ
の
村

の
人
も
伐
採
に
抗
議
、
ヘ
ロ
ー
社

は
引
き
上
げ
た
。

　
村
を
流
れ
る
セ
サ
ン
川
の
汚
染

も
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
村
長
に

よ
る
と
「
ベ
ト
ナ
ム
側
に
※

ダ
ム
が

つ
く
ら
れ
て
か
ら
、
川
は
全
く
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
つ
水
が
ダ

ム
か
ら
放
水
さ
れ
る
か
わ
か
ら
ず
、

川
岸
に
舟
を
置
い
て
お
け
な
く

な
っ
た
。
水
を
飲
ん
だ
水
牛
・
豚
・

鶏
な
ど
が
死
ぬ
と
い
う
被
害
も
出

た
。
コ
レ
ラ
も
発
生
し
た
。
今
も
、

人
々
が
水
浴
び
を
す
る
と
肌
に
湿

疹
が
出
る
」
と
い
う
。「
ベ
ト
ナ
ム

の
ダ
ム
の
持
ち
主
に
、
昔
の
川
に

戻
し
て
く
れ
る
よ
う
に
話
し
て
く

れ
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
頼
ま
れ
た
。

　
次
の
日
に
訪
れ
た
ロ
ン
パ
ッ
ト

郡
の
パ
タ
ン
村
も
森
林
伐
採
に
脅

か
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
村
に
は
、
別

の
言
葉
と
文
化
を
も
つ
タ
ン
プ
ア

ン
民
族
が
住
む
。
村
の
リ
ー
ダ
ー

の
一
人
の
セ
ン
セ
イ
ン
さ
ん
と
話

し
た
。「
伐
採
で
野
生
動
物
が
減
っ

て
し
ま
っ
た
。
森
が
な
く
な
っ
た

ら
暮
ら
し
て
い
け
な
い
。
伐
採
し

て
い
る
の
は
集
合
村
長
と
そ
の
ス

タ
ッ
フ
だ
。
彼
ら
は
違
法
な
の
に
、

大
き
な
木
を
切
っ
て
売
り
た
が
っ

て
い
る
」
と
い
う
。
村
を
後
に
し
て

し
ば
ら
く
す
る
と
、
道
沿
い
に
は
、

森
を
伐
採
し
た
ば
か
り
の
風
景
が

延
々
と
続
い
た
。
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ

ツ
農
園
に
す
る
た
め
だ
と
い
う
。

　
自
然
と
共
に
生
き
て
き
た
人
々

の
暮
ら
し
が
今
も
脅
か
さ
れ
て
い

る
。
監
視
と
提
言
活
動
が
必
要
だ

と
、
決
意
を
新
た
に
す
る
旅
と

な
っ
た
。

　
　 

（
カ
ン
ボ
ジ
ア
事
務
所
代
表
）

※セサン川のヤリ滝ダムはベトナム側に1993年からロシア、ウクライナ他、外国からの
支援を得て建設された。2002年にはセサン3ダムの建設が始まっている。

　
菅
原
文
太
に
似
て
る(

？)

ク
オ
ン
村

の
プ
ラ
ン
カ
ト
レ
ン
村
長
（
中
央
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）

▲
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プロジェクトの

～現場
　 

、
ス
タ
ッ
フ
二
名
が
バ
グ
ダ
ッ
ド
入
り

人
道
支
援
（
医
療
）
を
再
開

イ
ラ
ク

田
村 

祐
子

四

イ

ゆ
っ
く
り
、
少
し
ず
つ
「
参
加
型
」
開
発
を

ベ
ト
ナ
ム

た

か

し

 

田
村 

崇
史

　
　
　
月
上
旬
、
農
村
開
発
を
行

　
　
　
な
っ
て
い
る
ホ
ア
ビ
ン
省

タ
ン
ラ
ッ
ク
郡
で
、
郡
の
職
員
な

ど
を
対
象
に
、
開
発
に
際
し
て
の

住
民
参
加
の
重
要
性
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
改
め
て

学
ん
で
も
ら
う
た
め
、「
住
民
参
加

型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
」
の
研
修

を
実
施
し
た
。

　
研
修
は
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

概
念
か
ら
始
ま
り
、
参
加
達
成
度

の
各
段
階
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
イ

シ
ュ
ー（
社
会
的
性
差
別
）、グ
ル
ー

プ
討
論
の
進
め
方
ま
で
、
ロ
ー
カ

ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
経
験
豊
富
な
ベ
ト
ナ

ム
人
講
師
が
、
語
り
か
け
る
よ
う

に
説
明
を
加
え
て
い
く
。

　
時
に
は
、
歌
が
大
好
き
な
ベ
ト

ナ
ム
人
ら
し
く
「
参
加
型
の
歌

(

？)

」
を
皆
で
唄
い
、
参
加
の
意
味

を
体
感
さ
せ
る
グ
ル
ー
プ
対
抗
の

工
作
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、
受
講
者

を
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
が
随
所
に

見
ら
れ
た
。
ま
た
、
物
質
主
義
で
は

な
く
人
間
開
発
の
重
要
性
や
地
域

の
伝
統
文
化
を
尊
重
す
る
こ
と
な

ど
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。

　
社
会
主
義
国
で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム

で
は
、
一
般
の
住
民
が
自
由
に
も

の
を
言
う
の
は
難
し
く
、
ま
た
、
外

国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
あ
く
ま
で
政
府
の

管
理
下
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
政
府
の

開
発
計
画
に
よ
り
重
点
的
に
経
済･

社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
援
助
資
金

が
流
入
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ

が
、
こ
こ
で
活
動
す
る
意
義
が
あ

り
、
草
の
根
の
声
を
広
く
社
会
へ

反
映
さ
せ
て
い
く
住
民
参
加
型
の

ア
プ
ロ
ー
チ
が
大
切
な
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
を
実
践
し
て
い

く
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
。
ま

し
て
や
数
日
間
の
研
修
で
成
果
が

す
ぐ
に
現
れ
る
も
の
で
も
な
い
。

講
師
か
ら
も「
だ
か
ら
、ゆ
っ
く
り
、

少
し
ず
つ
」
と
受
講
者
へ
問
い
か

け
、
皆
、
声
を
そ
ろ
え
て
「
そ
う
、

少
し
ず
つ
、
少
し
ず
つ
！
」。

　
草
の
根
か
ら
地
域
を
変
え
て
い

け
る
よ
う
な
社
会
に
、
ゆ
っ
く
り
、

少
し
ず
つ
近
づ
い
て
い
く
こ
と
を

願
う
。
一
方
で
、「
参
加
型
」
を
標

榜
す
る
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
、
住
民
の
自
立
性
、
活
動
の
持
続

性
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
の
か

否
か
、
常
に
自
答
し
て
い
く
必
要

が
あ
ろ
う
と
再
認
識
し
た
研
修
で

あ
っ
た
。
　
　
　(

ハ
ノ
イ
事
務
所)

　
　
　
ラ
ク
で
は
、
三
月
二
十
日

　
　
　
に
始
ま
っ
た
米
英
軍
な
ど

に
よ
る
軍
事
攻
撃
に
よ
っ
て
、
国

連
や
赤
十
字
・
赤
新
月
社
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

な
ど
に
よ
る
活
動
が
停
止
し
て
し

ま
っ
た
が
、
四
月
十
六
日
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ

ス
タ
ッ
フ
の
佐
藤
調
整
員
と
吉
野

看
護
師
が
い
ち
は
や
く
バ
グ
ダ
ッ

ド
入
り
し
、
人
道
支
援
の
再
開
と

戦
争
被
害
の
調
査
を
始
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
市
内
の
多
く
の
病
院
は
、
爆
撃

や
そ
の
後
の
略
奪
行
為
に
よ
っ
て

機
能
で
き
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。

か
ろ
う
じ
て
機
能
し
て
い
た
病
院

に
は
負
傷
者
が
殺
到
し
、
医
薬
品

も
絶
対
的
に
欠
乏
す
る
中
で
現
地

の
医
療
関
係
者
が
奮
闘
し
て
い
た
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
力
し
、
旧
サ
ダ
ム
・
シ

テ
ィ
な
ど
の
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

や
、
独
自
に
開
設
し
た
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
、
医
薬
品
や
医
療
物
資
、
浄
水

キ
ッ
ト
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
以
前
か
ら
支
援
し
て

い
る
バ
グ
ダ
ッ
ド
の
母
子
保
健
病

院
は
三
月
三
十
日
に
爆
撃
に
よ
る

被
害
を
受
け
た
。
吉
野
看
護
師
も

病
院
再
開
の
準
備
を
手
伝
い
、
四

月
二
十
日
に
は
検
診
が
再
開
、
二

十
二
日
に
は
お
産
の
分
娩
も
無
事

再
開
さ
れ
た
。

　
三
月
か
ら
始
め
た
食
糧
支
援
に

関
し
て
は
、
協
力
し
て
い
る
フ
ラ

ン
ス
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
現
地
ス
タ
ッ
フ
と

や
っ
と
連
絡
が
と
れ
、
モ
ス
ク
や

教
会
を
通
じ
た
食
糧
配
給
に
つ
い

て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
一
方
、
旧
サ
ダ
ム
・
シ
テ
ィ
に
あ

る
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
の
保

護
施
設
で
は
、
支
援
し
た
食
糧
な

ど
が
略
奪
さ
れ
、
建
物
も
一
部
破

壊
さ
れ
た
。
日
本
の
子
ど
も
か
ら

の
絵
は
が
き
を
展
示
し
た
画
廊
で

も
、
戦
争
に
よ
る
破
壊
に
加
え
略

奪
が
ひ
ど
く
、
訪
問
し
た
学
校
や

児
童
施
設
も
同
様
の
被
害
を
受
け

て
い
る
。

　
佐
藤
調
整
員
と
吉
野
看
護
師
は
、

非
戦
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ポ
ス
タ
ー

に
登
場
す
る
自
画
像
を
描
い
て
く

れ
た
ス
ハ
ッ
ド
ち
ゃ
ん
（
十
歳
）
に

再
会
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
米
軍

の
占
領
下
に
お
い
て
も
、
人
々
は

普
段
の
市
民
生
活
を
取
り
戻
そ
う

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
働
き
始
め

て
い
る
よ
う
だ
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
そ
ん

な
人
々
の
努
力
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
予
定
だ
。

　
　
　（
東
京
事
務
所･

中
東
担
当
）

▲保育器の掃除を手伝う吉野看護師（中央）。
赤新月社の母子保健病院にて（イラク）

4
16
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 J V C  N E T W O R K

　
バ
ン
コ
ク
主
婦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
は
、
バ
ン
コ
ク
に
住
む
日
本

人
駐
在
員
の
家
族
が
中
心
と
な
っ
て

ク
ロ
ン
ト
イ
・
ス
ラ
ム
の
子
ど
も
た

ち
に
工
作
指
導
な
ど
を
行
な
っ
て
い

る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
私
が
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て

三
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
昨
年
四
月
か

ら
は
Ｊ
Ｖ
Ｃ
タ
イ
チ
ー
ム
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
活
動
を
毎
月
紹
介
し
て
い

ま
す
。
す
で
に
十
年
近
く
活
動
し
て

い
る
主
婦
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
が
、
二
、
三
年
で
本
帰
国
と
な
る

メ
ン
バ
ー
も
多
く
、
ま
た
昨
今
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
を
示
し
て
く
だ

さ
る
方
も
少
な
く
な
り
、
メ
ン
バ
ー

獲
得
に
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
す
。

　
私
が
参
加
し
始
め
た
頃
に
比
べ
る

と
メ
ン
バ
ー
も
半
数
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
月
に
一
度
の
ク
ロ
ン

ト
イ
住
民
図
書
館
訪
問
で
は
顔
な
じ

み
の
子
ど
も
た
ち
も
多
く
な
り
、
タ

イ
語
が
ペ
ラ
ペ
ラ
の
メ
ン
バ
ー
の
手

を
借
り
な
が
ら
何
と
か
子
ど
も
た
ち

に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
試
行
錯

誤
し
て
い
ま
す
。
年
に
一
度
タ
イ
国

日
本
人
会
バ
ザ
ー
で
の
売
上
と
、
私

た
ち
の
グ
ル
ー
プ
が
独
自
で
行
な
う

会 

員 

登 

場

〜
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ 

　
〜

  

　
　（
タ
イ
）
テ
イ
ラ
ー
悦
子

バ
ン
コ
ク
の
日
本
人
主
婦
パ
ワ
ー

ミ
ニ
バ
ザ
ー
の
売
上
か
ら
、
僅
か

な
が
ら
も
毎
年
Ｊ
Ｖ
Ｃ
タ
イ
オ

フ
ィ
ス
を
通
し
て
ク
ロ
ン
ト
イ
住

民
図
書
館
に
寄
付
が
で
き
る
こ
と

は
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
が
時
間

と
労
力
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た

結
果
で
す
。

　
メ
ン
バ
ー
歴
の
長
い
方
に
よ
れ

ば
、
以
前
は
ど
ん
な
簡
単
な
工
作

で
も
子
ど
も
た
ち
は
喜
ん
で
集

ま
っ
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
最
近
は
ゲ
ー
ム
、
ビ
デ
オ
、
漫

画
本
な
ど
が
簡
単
に
手
に
入
る
よ

う
に
な
り
、
近
く
に
大
き
な

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
も
あ

る
た
め
、
そ
ち
ら
の
方
へ
興
味
が

行
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
よ
う

で
す
。

　
ス
ラ
ム
と
い
え
ど
も
殆
ど
の
子

ど
も
た
ち
が
き
ち
ん
と
学
校
へ

行
っ
て
い
ま
す
が
、
中
に
は
親
が

近
隣
諸
国
か
ら
違
法
に
入
国
し
働

い
て
い
る
た
め
、
戸
籍
の
よ
う
な

も
の
が
無
く
学
校
へ
行
け
な
い
子

も
い
る
よ
う
で
す
。

　
日
本
へ
帰
国
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー

の
中
に
は
引
き
続
き
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
東

京
事
務
所
で
お
手
伝
い
を
し
て
い

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
関
係
が

続
い
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
感
じ

て
い
ま
す
。
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四
月
二
日
に
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
に
て
、
一
時
帰
国
し
た
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
現
地
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
活

動
報
告
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
前

半
は
現
地
代
表
の
谷
山
博
史
さ
ん
か

ら
治
安
問
題
を
中
心
に
、
後
半
は
看

護
師
の
上
住
純
子
さ
ん
か
ら
巡
回
診

療
活
動
や
人
々
の
暮
ら
し
に
つ
い
て

ス
ラ
イ
ド
を
交
え
た
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
最
近
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
な
い
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
は
平
和
が
訪
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
？
　
む
し
ろ
ま
す
ま

す
治
安
は
悪
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
そ
の
背
景
と
し
て
、
①
政
府
の
影

響
が
及
ば
な
い
地
域
で
の
、
軍
閥
の

割
拠
・
対
立
・
抗
争
の
深
刻
化
、
②

「
対
テ
ロ
戦
争
」
を
目
的
に
駐
留
し

続
け
る
米
軍
に
対
す
る
住
民
の
反

発
、　
③
米
英
軍
に
よ
る
イ
ラ
ク
攻

撃
が
引
き
起
こ
し
た
反
米
・
反
政
府

勢
力
の
テ
ロ
活
動
、
④
麻
薬
撲
滅
政

策
（
け
し
栽
培
禁
止
）
へ
の
住
民
の

反
発
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
果
た
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
復

興
は
成
功
し
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う

か
？
　
カ
ル
ザ
イ
政
権
は
い
わ
ば
暴

力
に
よ
っ
て
強
制
的
に
作
り
出
さ
れ

た
政
権
で
す
。
そ
の
政
権
が
平
和
を

築
い
て
い
く
事
は
可
能
な
の
で
し
ょ

う
か
？

　
政
治
や
治
安
が
ど
の
よ
う
な
状
況

に
あ
ろ
う
と
、
人
々
は
そ
こ
で
の
生

活
を
日
々
営
ん
で
い
ま
す
。
ブ
ル
カ

を
か
ぶ
っ
た
女
性
は
お
と
な
し
い
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
案

外
パ
ワ
フ
ル
の
よ
う
で
す
。
ど
こ
の

国
も
同
じ
で
す
ね
。

　
　
　
　
　（
会
員
・
目
黒 

絵
美
）

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に

平
和
は
い
つ
？

　
　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
帰
国
報
告
会▲会場からの質問に答える谷山（右）

　
去
る
五
月
九
日
に
、
記
念
す
べ
き

第
一
回
目
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
後
も
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
、
と
い
う

人
々
と
一
緒
に
、
月
一
回
を
め
ど
に

集
ま
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

《
お
問
い
合
わ
せ
》

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
事
業
担
当
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

蜂
須
賀 

真
由
実

　
　
　
　
　
　(E-m

ail: hachi@
jca.apc.org)

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

チ
ー
ム
が
始
動
!!
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募金をありがとうございます

JVCの活動は皆さまの募金で支えられています。

0円

4,205円

621,500円

10,000円

０円

50,000円

1,067,650円

144,739円

6,000円

695,982円

738,427円

②犬養道子「みどり一本」募金
この募金はＪＶＣ活動地での植林プロジェクトに

使われます。

　口座番号：00100-8-212497

　加入者名：犬養道子「みどり一本」

①JVC募金
JVCの各国での活動に役立てられます。

募金先をご指定いただくこともできます。

　口座番号：00190-9-27495

　加入者名：JVC東京事務所

3月計　　　　　　 3,338,503円

3月計　　 510,871円  49名

③JVCサポート募金

3月計　　 110,000円  71名
お問い合わせ：岩間邦夫 ( iwamak@jca.apc.org )

　
は
じ
め
ま

し
て
！
　
四

月
一
日
か
ら

Ｊ

Ｖ

Ｃ

ス

タ
ッ
フ
に
仲

間
入
り
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
は
広
告
制
作
会
社

で
約
五
年
、
ビ
ー
ル
会
社
や
自
動
車

メ
ー
カ
ー
な
ど
様
々
な
企
業
の
広
告

づ
く
り
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
後
青
年
海
外
協
力
隊
で
モ
ン
ゴ
ル

へ
。
二
年
間
、
映
像
制
作
の
仕
事
を

し
て
き
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ス
三
十
度

の
冬
は
さ
す
が
に
寒
か
っ
た
！
　
ま

つ
げ
も
牛
乳
も
凍
り
ま
す
。
バ
ナ
ナ

で
釘
も
打
て
ま
し
た
よ
。

★
動
物
に
例
え
る
と
・
フ
ク
ロ
ウ
。

夜
行
性
で
す
。
夜
歩
き
、
夜
遊
び
好

き
で
す
ね
〜
。
上
野
の
デ
ィ
ー
プ
な

飲
み
屋
街
を
極
め
た
い
で
す
。

広
瀬 
哲
子
（
ひ
ろ
せ 

の
り
こ
）

東
京
事
務
所
／
カ
レ
ン
ダ
ー 

担
当

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

伊
能 

ま
ゆ
（
い
の
う 

ま
ゆ
）

　
　
ハ
ノ
イ
事
務
所
／

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
ベ
ト
ナ
ム

に
長
期
滞
在

す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、

日
本
の
文
化

や
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
、
そ
し
て
抱

え
る
問
題
点
が
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
他
文
化
の
中
に
身
を

置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
、
自

分
が
育
っ
た
日
本
と
い
う
国
を
客
観

的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ま
た
、
ベ
ト
ナ

ム
と
い
う
他
文
化
の
中
に
ど
っ
ぷ
り

浸
か
っ
て
活
動
を
行
な
い
ま
す
が
、

ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
素
晴
ら
し
い
点

を
た
く
さ
ん
発
見
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

★
動
物
に
例
え
る
と
・
寅
年
な
の

で
、
ト
ラ
か
な
…
す
ぐ
に
吠
え
る
…

噛
み
つ
く
…
!?

新
ス
タ
ッ
フ
紹
介�

　
中
央
本
部
か
ら
南
ア
フ
リ

カ
の
テ
ボ
ホ
障
害
児
ホ
ー
ム

支
援
事
業
へ
四
十
万
円
の
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
東
京

都
本
部
が
メ
ー
デ
ー
の
イ
ベ

ン
ト
で
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
紹

介
、
南
ア
フ
リ
カ
の
民
芸
品

（
人
形
と
バ
ッ
ジ
）
を
販
売
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
南
ア
フ
リ
カ

を
訪
問
さ
れ
た
有
志
の
方
々

に
よ
る
募
金
の
継
続
的
な
ご

支
援
も
続
い
て
い
ま
す
。

（
南
ア
フ
リ
カ
事
業
担
当
・

　
　
　
　
　
　
原
田 

恭
子
）

全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合

（
自
治
労
）
よ
り
ご
支
援

　
　《
南
ア
フ
リ
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
》

　Trial & Error は次号(231号)より、隔月の発行となります。

皆様のお手元には、偶数月(2・4・6・8・10・12月)末に届き

ます。他、緊急の活動や早くお知らせすべきことがある場合に

は、簡易なニュースレター形式の臨時号を発行いたします。今

後は隔月発行が基本になりますが、皆様からのご意見を反映さ

せながらより内容の充実した、かつ身近なものにしてまいりま

す。これからもJVCの活動や会報T&Eへのご意見をご感想を

お待ちしております。

（経費削減、他の発信媒体の利用、T&Eのより広範な利用などの点から発

行回数を現行年10回から7回としましたが、これについては、先に会員

の皆様からアンケートにてご意見をいただいたうえで決定いたしました）

　
恒
例
の
レ
ン
ゲ
畑
コ
ン
サ
ー
ト

「
大
地
は
僕
ら
の
ス
テ
ー
ジ
」
が
四

月
二
十
日
、
埼
玉
県
吹
上
町
で
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

え 

は 

ら

元
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ
江
原
夫
妻
が
営

ん
で
い
る
有
機
農
業
農
園
「
ガ
バ
レ

農
場
」
と
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
共
催
で
、
開
発

教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
当
な
ら
レ
ン
ゲ

が
咲
き
誇
る
畑
で
や
る
の
で
す
が
、

今
年
は
あ
い
に
く
の
雨
。
仕
方
な

く
、
近
く
の
ホ
ー
ル
を
お
借
り
し

で 

ん

ふ
り
ゅ
う

て
、
盲
目
の
歌
手
田 

富
立
さ
ん
の

ギ
タ
ー
と
歌
を
満
喫
し
ま
し
た
。
コ

ン
サ
ー
ト
の
冒
頭
に
イ
ラ
ク
の
人
々

の
現
状
と
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
取
り
組
ん
で
い

る
支
援
活
動
を
報
告
、
市
民
の
支
援

の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

ひ

ろ

ば

ガ
バ
レ
農
場
で
今

　
　
今
年
も
レ
ン
ゲ
畑
コ
ン
サ
ー
ト

T&Eは隔月発行になります
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　　　　東京事務所
〒110-8605  東京都台東区東上野1-20-6 丸幸ビル6F
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JVCでは会員を募集しています

　会員は総会に出席し、JVC の方針などを
決定するほか、情報・資料の入手、各種の活
動・報告会・学習会等へ参加することができ
ます。会員の方には年10回この会報をお届
けします。
　　◎一般会員 10,000円
　　◎学生会員 5,000円
　　◎団体会員 30,000円
　　 ※それぞれに正会員と賛助会員があります。
　　　　　　　　　　　

ご入会は、次の口座へ郵便振替にて会費をご
送金下さい。

　口座番号：00150-3-48365　
　加入者名：JVC会員係

オリエンテーション(説明会)へどうぞ

　JVCの活動内容をご紹介しています。お気
軽にご参加ください。（無料・予約不要）

　第1月曜日 午後7：00－8：30
　第2・第4土曜日 午後2：00－3：30
　※会場はJVC東京事務所です。

会員の方のメールマガジンのお申し込み、住
所変更などはこちら（会員担当）へ。

　ikuko-n@jca.apc.org

会員数【5月2日現在】　合計　1,633人

　正会員　663人　賛助会員　970人

JVCのホームページ　
　http://www1.jca.apc.org/jvc/

E-mail
　jvc@jca.apc.org

編集後記

日時：2003年6月14日（土）10:00～12:30

場所：豊島区立豊島区民センター　音楽室・映写室

　　　ＪＲ／地下鉄池袋駅東口より徒歩5分

　　　　（別紙案内書の地図参照）

議案：1)  2002年度活動報告および決算報告

　　　2)  2003年度活動計画および予算案

特定非営利活動法人　日本国際ボランティアセンター

第４回 会員総会のおしらせ

午後（13:30～16:00）、交流会「JVCのつどい」を企画しておりますので、ふるってご参加ください。
※参加される場合は昼食をご持参ください。詳細は同封の別紙案内書をごらんください。

　今号からT&Eのレイアウトを担当すること
になったHです…が、前の仕事 (SE) のせいか、
事務所内の「パソコンがネットワークにつなが
らない～」「"絵をCDに焼く"ってどうやるの？」
といった悲鳴 (?) に対応するのが主な仕事に。と
きにはそれで海外事務所とも電子メールでやり
取りします。『Internetで世界がつながった』と
は言われますが、人間同士がつながる＝わかり
あうには、やっぱり原始的なコミュニケーショ
ン（対面しての話し合い）が一番ですよね。（H）


